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(57)【要約】
　マルチキャリアワイヤレス通信システムにおいて追加
のキャリア（４０２）の高速割振りを可能にすることに
ついて、本明細書で説明する。例として、ワイヤレスネ
ットワークにおいてＵＥ（３０４）に追加のキャリアを
割り振るために上位レイヤプロトコルを使用することが
できる。さらに、高速下位レイヤシグナリングプロトコ
ル（２０６Ｂ）を介して追加のキャリアの管理を達成す
ることができる。管理は、追加のキャリアを活動化／非
活動化すること、キャリアフィードバックを提供し、そ
のようなキャリアのパイロットチャネルまたは制御チャ
ネルを監視するようにＵＥに命令することなどを含むこ
とができる。下位レイヤシグナリングは比較的高速なの
で、チャネル状態の同時変化に応答して追加のキャリア
の活動化または非活動化を迅速に実装することができる
。したがって、信号品質またはネットワーク負荷の変化
を判断でき、それを利用して、キャリア活動化をほぼリ
アルタイムでカスタマイズし、ＵＥのバッテリ寿命を節
約しながら効率的なリソース割振りを実現することがで
きる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークにおいてユーザ機器（ＵＥ）のためのマルチキャリア割当ての
通知を取得することと、
　前記マルチキャリア割当ての少なくとも１つのキャリアとのＵＥ対話を管理するための
ルールを実行するためにデータプロセッサを採用することを備えたワイヤレス通信のため
の方法であって、前記ルールが、
　　前記ＵＥまたは前記ワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析するこ
とと、
　　前記ワイヤレス状態に基づいて、前記少なくとも１つのキャリアに関係する前記ＵＥ
のためのコマンドを生成することを備え、
　下位レイヤシグナリングを介して前記コマンドを前記ＵＥに搬送するために通信インタ
ーフェースを採用することをさらに備える方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのキャリアを活動化または非活動化するように前記ＵＥに命令する
ために前記コマンドを採用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのキャリアの活動化または非活動化に応答して、前記ＵＥによって
採用されるアップリンクフィードバックチャネルのセットを取得することと、
　アップリンクフィードバックチャネルの前記セット上で前記ＵＥによって送信されるチ
ャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）またはパケット肯定応答（ＡＣＫ）および否定ＡＣＫ
（ＮＡＣＫ）データを復号するために、アップリンクフィードバックチャネルの前記セッ
トのための復号方式を採用すること
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記コマンドを搬送するために、物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルを
少なくとも部分的に採用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥコマンドを前記ＵＥに搬送するために、前記ＵＥコマンドおよびＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ信号のための高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）コマンドを採用することをさら
に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　それぞれ前記ＵＥに割り振られた少なくとも１つの非アンカーキャリアの活動化および
非活動化のために、前記少なくとも１つの非アンカーキャリアの各々のためのＨＳ－ＳＣ
ＣＨオーダーのペアを予約することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの非アンカーキャリアの非活動化が、
　パイロット信号またはＨＳ－ＳＣＣＨ信号以外の前記少なくとも１つの非アンカーキャ
リアの信号を無視するように前記ＵＥに命令すること、または
　前記非アンカーキャリアのすべての信号を無視するように前記ＵＥに命令すること
のうちの少なくとも１つを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥによる前記ＵＥコマンドの受信または実行を示す前記ＵＥからの応答を取得す
ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥコマンドを搬送するために前記ＵＥに割り当てられた少なくとも１つのアンカ
ーまたは非アンカーキャリアを採用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥコマンドを搬送する際に不連続送信（ＤＴＸ）または不連続受信（ＤＲＸ）プ
ロトコルを採用することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記マルチキャリア割当てが無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）においてレイヤ
３シグナリングプロトコルコマンドによって実装される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ワイヤレス状態がネットワーク負荷の測定を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ネットワーク負荷測定が、ダウンリンク上の総電力またはコード使用量、アップリ
ンク上のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）インジケータによって、あるいは、ＵＥスルー
プット、バッファステータス、または前記アップリンクもしくは前記ダウンリンクのいず
れかの上のサービス品質パフォーマンスもしくは要件によって判断される、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記ワイヤレス状態が前記ＵＥのチャネル品質またはスループットの測定を備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記チャネル品質が、ダウンリンク上のＣＱＩまたはアップリンク上のスケジューリン
グ情報（ＳＩ）によって判断される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　非アンカーワイヤレスキャリアとのＵＥ対話を管理するように構成されたモジュールの
セットを実行するデータプロセッサを具備したワイヤレス通信のための装置であって、モ
ジュールの前記セットが、
　　前記装置によってサービスされるＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得す
るインターフェースモジュールと、
　　ＵＥに関係するワイヤレス状態を測定する分析モジュールと、
　　前記非アンカーワイヤレスキャリアに関係する、前記ＵＥのための管理オーダーを生
成する制御モジュールを備え、
　下位レイヤ信号上で前記ＵＥに前記管理オーダーを搬送する通信インターフェース
をさらに備える装置。
【請求項１７】
　前記制御モジュールが、前記非アンカーワイヤレスキャリアを活動化または非活動化す
るように前記ＵＥに命令するために前記管理コマンドを採用する、請求項１６に記載の装
置。
【請求項１８】
　前記インターフェースモジュールが、前記非アンカーワイヤレスキャリアの活動化また
は非活動化に応答して、前記ＵＥによって採用されるアップリンクフィードバックチャネ
ルのセットを取得し、
　前記データプロセッサが、アップリンクフィードバックチャネルの前記セット上で前記
ＵＥによって送信されるＣＱＩまたはＡＣＫおよびＮＡＣＫデータを復号するために、ア
ップリンクフィードバックチャネルの前記セットのための復号方式を採用する、請求項１
７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記管理オーダーが明示的コマンドまたは暗示的コマンドである、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記明示的コマンドが物理レイヤＨＳ－ＳＣＣＨオーダーを備えること、または
　前記暗示的コマンドが、少なくとも部分的にレイヤ２シグナリングプロトコルを介して
生成されるＤＴＸまたはＤＲＸメッセージを備えること
のうちの少なくとも１つである、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記非アンカーキャリアの活動化および非活動化のための前記非アンカーキャリアのた
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めのＨＳ－ＳＣＣＨオーダーのペアを生成する物理プロトコルモジュールをさらに備える
、請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　前記物理プロトコルモジュールが、
　前記非アンカーキャリアの信号を無視するように前記ＵＥに命令すること、または
　前記非アンカーキャリアのパイロット信号またはＨＳ－ＳＣＣＨ信号のみを監視するよ
うに前記ＵＥに命令すること
のうちの少なくとも１つを行う、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記管理オーダーの受信または実行を示す前記ＵＥからの応答を取得するフィードバッ
クモジュールをさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２４】
　前記通信インターフェースが、前記管理オーダーを搬送するために、前記ＵＥによって
利用されるアンカーキャリアを採用する、請求項１６に記載の装置。
【請求項２５】
　前記マルチキャリア割当てが、前記ＵＥをサービスするワイヤレスネットワークＲＮＣ
によってレイヤ３プロトコル上で実装される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２６】
　ネットワーク負荷に応じて前記ネットワーク状態を確立するローディングモジュールを
さらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ローディングモジュールが、電力またはコード使用量に基づくダウンリンク負荷ま
たは測定されたＲｏＴに基づくアップリンク負荷を測定するか、あるいは、ＵＥスループ
ット、バッファ状況、または前記ダウンリンクもしくは前記アップリンクのいずれかの上
のサービス品質（ＱｏＳ）パフォーマンスもしくは要件を採用する、請求項２６に記載の
装置。
【請求項２８】
　チャネル品質または前記ＵＥのスループットに応じて前記ネットワーク状態を確立する
チャネル分析モジュールをさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記チャネル分析モジュールが、前記ネットワーク状態を確立するためにＣＱＩまたは
ＳＩを採用する、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ＵＥの電力消費目標を取得するパフォーマンスモジュールをさらに備え、前記電力
消費目標が、前記管理オーダーを生成する際に前記制御モジュールによって採用される、
請求項１６に記載の装置。
【請求項３１】
　ワイヤレスネットワークにおいてＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得する
手段と、
　前記マルチキャリア割当ての少なくとも１つのキャリアとのＵＥ対話を管理するための
ルールを実行するためにデータプロセッサを採用する手段を具備したワイヤレス通信のた
めの装置であって、前記ルールが、
　　前記ＵＥまたは前記ワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析するこ
とと、
　　前記ワイヤレス状態に基づいて、前記少なくとも１つのキャリアに関係するＵＥコマ
ンドを生成することを備え、
　下位レイヤシグナリングを介して前記コマンドを前記ＵＥに搬送する手段
をさらに備える装置。
【請求項３２】
　ワイヤレス通信のために構成された少なくとも１つのプロセッサであって、
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　ワイヤレスネットワークにおいてＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得する
ための第１のモジュールと、
　前記ＵＥまたは前記ワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析するため
の第２のモジュールと、
　前記ワイヤレス状態に基づいて、前記少なくとも１つのキャリアに関係するＵＥコマン
ドを生成するための第３のモジュールと、
　下位レイヤシグナリングを介して前記コマンドを前記ＵＥに搬送するための第４のモジ
ュールと
を備えるプロセッサ。
【請求項３３】
　ワイヤレスネットワークにおいてＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得する
ことをコンピュータに行わせるためのコードの第１のセットと、
　前記ＵＥまたは前記ワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析すること
を前記コンピュータに行わせるためのコードの第２のセットと、
　前記ワイヤレス状態に基づいて、前記少なくとも１つのキャリアに関係するＵＥコマン
ドを生成することを前記コンピュータに行わせるためのコードの第３のセットと、
　下位レイヤシグナリングを介して前記コマンドを前記ＵＥに搬送することを前記コンピ
ュータに行わせるためのコードの第４のセットと
　を備えるコンピュータ可読媒体
を具備したコンピュータプログラム製品。
【請求項３４】
　ワイヤレス通信に関与するための方法であって、
　ワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤレ
ス通信インターフェースを採用することと、
　物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得するために前記通
信インターフェースを採用することと、
　前記メッセージから前記マルチキャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマン
ドを抽出するためにデータプロセッサを採用すること
を備える方法。
【請求項３５】
　前記マルチキャリア割当てを取得するために、レイヤ３シグナリングプロトコルメッセ
ージを復号するように前記データプロセッサを採用することをさらに備える、請求項３４
に記載の方法。
【請求項３６】
　前記コマンドに基づいて前記非アンカーキャリアを活動化または非活動化することをさ
らに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記非アンカーキャリアの前記活動化または非活動化に基づいて、チャネルフィードバ
ックデータを提出する際に採用されるアップリンクフィードバックチャネルのセットを調
整し、前記調整されたフィードバックチャネルをサービングネットワークアクセスポイン
トに提出すること、または
　前記非アンカーキャリアの活動化または非活動化時にＣＱＩまたはＡＣＫおよびＮＡＣ
Ｋ符号化フォーマットを変更し、前記変更された符号化フォーマットを前記サービングネ
ットワークアクセスポイントに提出すること
のうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記非アンカーキャリアを活動化または非活動化することが、
　前記非アンカーキャリア上のシグナリングを無視すること、
　前記非アンカーキャリア上の処理を終了すること、または
　前記非アンカーキャリア上の非パイロットあるいは非共有制御チャネルのシグナリング
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を無視すること
のうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記コマンドに基づいて前記非アンカーキャリアのためのチャネルフィードバックを活
動化または非活動化することをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４０】
　前記コマンドを受信するとタイマを開始することと、
　前記タイマの継続時間の間前記コマンドに従うこと
をさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４１】
　前記タイマの満了より前にマルチキャリアコマンドが受信された場合は、そのようなコ
マンドに従い、前記タイマをリセットすること、
　前記タイマの満了時にデフォルト状況に戻ること、または
　前記タイマの満了時に以前の状況に戻ること
のうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記メッセージから前記コマンドを抽出するためにＨＳ－ＳＣＣＨオーダーを復号する
ことをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４３】
　前記メッセージが、ワイヤレスチャネルのＤＴＸまたはＤＲＸサイクルに対して行われ
ているシグナリングアクティビティまたはそのようなアクティビティの欠如を備える、請
求項３４に記載の方法。
【請求項４４】
　前記シグナリングアクティビティまたはそのようなアクティビティの欠如に基づいて前
記非アンカーキャリアを活動化または非活動化するために、オーダーを推論することをさ
らに備える、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　シングルまたはマルチキャリアチャネルに関係するＣＱＩまたはＳＩデータをワイヤレ
スネットワークアクセスポイントに提出することをさらに備える、請求項３４に記載の方
法。
【請求項４６】
　前記提出が、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからのチャネルデータの要求、または
　ワイヤレスネットワークプロトコルによって定義された周期的チャネル提出
のうちの少なくとも１つに応答する、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　電力保存目標に少なくとも部分的に基づくネットワークベースのマルチキャリア管理を
可能にするために、パフォーマンス、スループットまたは前記目標をワイヤレスネットワ
ークに提出することをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４８】
　パフォーマンス、スループットまたは電力消費目標に基づいて、前記コマンドに従うか
、拒否するかまたは修正することをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４９】
　ワイヤレス通信に関与するための装置であって、
　ワイヤレスシグナリングプロトコルの１つのレイヤ上でマルチキャリア割当てを取得し
、前記ワイヤレスシグナリングプロトコルの異なるレイヤ上で前記マルチキャリア割当て
に関係するコマンドを取得するワイヤレス通信インターフェースと、
　前記コマンドを処理し、前記コマンドを実装するためのモジュールのセットを実行する
ためのデータプロセッサと
を備える装置。
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【請求項５０】
　前記ワイヤレスシグナリングプロトコルの前記１つのレイヤがレイヤ３シグナリングプ
ロトコルである、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記ワイヤレスシグナリングプロトコルの前記異なるレイヤがレイヤ２または物理レイ
ヤシグナリングプロトコルである、請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　前記マルチキャリア割当てによって指定された非アンカーキャリアを開始または非活動
化する活動化モジュールをさらに備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５３】
　前記活動化モジュールが、
　前記非アンカーキャリアの前記活動化または非活動化に応答して、チャネルフィードバ
ックデータを提出する際に採用されるアップリンクフィードバックチャネルを調整し、前
記調整されたフィードバックチャネルをサービング基地局に提出すること、または
　前記非アンカーキャリアの活動化または非活動化に応答してＣＱＩまたはＡＣＫおよび
ＮＡＣＫ符号化フォーマットを変更し、前記変更された符号化フォーマットを前記サービ
ング基地局に提出すること
のうちの少なくとも１つを行う、請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記活動化モジュールが、
　前記非アンカーキャリアを非活動化するために、そのようなキャリア上のシグナリング
を無視すること、または
　前記非アンカーキャリアを非活動化するために、そのようなキャリア上の非パイロット
または非共有制御チャネルシグナリングを無視すること
のうちの少なくとも１つを行う、請求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　前記コマンドに基づいて、前記非アンカーキャリアのためのチャネル報告を活動化また
は非活動化するフィードバックモジュールをさらに備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５６】
　前記コマンドの処理時に前記データプロセッサによってカウンタを設定するタイミング
モジュールをさらに備え、前記装置が、前記カウンタによって確立された継続時間の間前
記コマンドに従う、請求項４９に記載の装置。
【請求項５７】
　前記データプロセッサが、
　前記継続時間内に後続のマルチキャリアコマンドが受信された場合は、そのような後続
のコマンドに従うこと、
　前記継続時間内にコマンドが受信されない場合は、前記装置をデフォルトのシングルキ
ャリア状況に戻すこと、または
　前記継続時間内にコマンドが受信されない場合は、前記装置を以前の状況に戻すこと
のうちの少なくとも１つを行う、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記ワイヤレスシグナリングプロトコルの前記異なるレイヤからの前記コマンドを復号
する分析モジュールをさらに備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５９】
　前記分析モジュールが、前記コマンドを、
　共有制御チャネルオーダー、または
　ＤＲＸまたはＤＴＸ論理オーダー
のうちの少なくとも１つとして復号する、請求項５８に記載の装置。
【請求項６０】
　前記データプロセッサが、ＤＲＸまたはＤＴＸチャネル上のシグナリングアクティビテ
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ィに基づいて、前記ＤＲＸまたはＤＴＸ論理オーダーからのコマンドを推論する、請求項
５９に記載の装置。
【請求項６１】
　シングルまたはマルチキャリアチャネルに関係するＣＱＩまたはＳＩデータを、前記装
置にサービスするワイヤレスネットワークアクセスポイントに提出する報告モジュールを
さらに備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項６２】
　前記報告モジュールが、
　前記アクセスポイントからの要求に応答して前記データを提出すること、または
　前記ワイヤレスネットワークによって報告が開始されるとき、前記応答を周期的に提出
すること
のうちの少なくとも１つを行う、請求項６１に記載の装置。
【請求項６３】
　前記マルチキャリア割当てに関係する前記装置の動作目標を維持する管理モジュールを
さらに備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項６４】
　前記管理モジュールが、
　前記動作目標に基づいて、前記装置のためのマルチキャリアアクティビティのネットワ
ーク管理を可能にするために、サービングネットワークアクセスポイントに前記目標を提
出すること、または
　マルチキャリアアクティビティのＵＥ並み管理を可能にするために、前記目標に基づい
て、前記コマンドに従うこと、拒否すること、または修正すること
のうちの少なくとも１つを行う、請求項６３に記載の装置。
【請求項６５】
　ワイヤレス通信に関与するための装置であって、
　ワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤレ
ス通信インターフェースを採用する手段と、
　物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得するために前記通
信インターフェースを採用する手段と、
　前記メッセージから前記マルチキャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマン
ドを抽出するためにデータプロセッサを採用する手段と
を備える装置。
【請求項６６】
　ワイヤレス通信に関与するように構成された少なくとも１つのプロセッサであって、
　ワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤレ
ス通信インターフェースを採用する第１のモジュールと、
　物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得するために前記通
信インターフェースを採用する第２のモジュールと、
　前記メッセージから前記マルチキャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマン
ドを抽出するためにデータプロセッサを採用する第３のモジュールと
を備えるプロセッサ。
【請求項６７】
　ワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤレ
ス通信インターフェースを採用することをコンピュータに行わせるコードの第１のセット
と、
　物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得するために前記通
信インターフェースを採用することを前記コンピュータに行わせるコードの第２のセット
と、
　前記メッセージから前記マルチキャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマン
ドを抽出するためにデータプロセッサを採用することを前記コンピュータに行わせるコー
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ドの第３のセットと
　を備えるコンピュータ可読媒体
を具備したコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、その全体が参照により本明細書に明白に組み込まれる、２００８年３月
２５日に出願された「FAST CARRIER ALLOCATION IN MULTI-CARRIER HSPA SYSTEMS」と題
する米国仮出願第６１／０３９，１６５号の優先権を主張する。
【０００２】
　以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信環境におけるマ
ルチキャリアワイヤレスチャネルの割振りに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、たとえば、ボイスコンテンツ、データコンテンツ、ビデオ
コンテンツ、パケットデータサービス、ブロードキャストサービス、メッセージングサー
ビス、マルチメディアサービスなど、様々なタイプの通信コンテンツおよびサービスを提
供するために広く展開されている。代表的なワイヤレス通信システムは、使用可能なシス
テムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの
通信をサポートすることができる多元接続システムとすることができる。そのような多元
接続システムの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤ
ＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）システムなどがある。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のモバイルデバイスのための通信を
同時にサポートすることができる。各モバイルデバイスは、順方向リンクおよび逆方向リ
ンク上での送信を介して１つまたは複数の基地局と通信することができる。順方向リンク
（またはダウンリンク）は基地局からモバイルデバイスへの通信リンクを指し、逆方向リ
ンク（またはアップリンク）はモバイルデバイスから基地局への通信リンクを指す。さら
に、モバイルデバイスと基地局との間の通信は、１入力１出力（ＳＩＳＯ）システム、多
入力１出力（ＭＩＳＯ）システム、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確
立できる。
【０００５】
　ワイヤレス通信システムは、一般に、情報を送信するための特定のキャリア周波数を使
用する。選択されるキャリア周波数はワイヤレスシステムのタイプに依存する。たとえば
、セルラシステムは政府認可周波数スペクトルを使用するが、他のシステム（たとえば、
無線、ＷｉＦｉなど）は非認可スペクトルを使用する。さらに、キャリア周波数の帯域幅
は、スループットまたはデータレートとも呼ばれる、ある時間期間に搬送できるデータ量
に関係する。
【０００６】
　キャリア帯域幅は一般に特定のワイヤレスシステムによって固定されるが（たとえば、
２メガヘルツ［ＭＨｚ］、２．５ＭＨｚ、５ＭＨｚなど）、高いデータレートを必要とす
るアプリケーション用に帯域幅を増大させるために、マルチキャリアシステムが最近開発
された。さらに、マルチキャリアシステムは、複数のキャリアにわたる共同リソース割振
りおよび負荷分散によってリソース利用およびスペクトル効率の改善をもたらすことがで
きる。マルチキャリアシステムでは、端末に複数のキャリアチャネルが割り振られ、端末
はそれらのキャリアチャネルを統合して、情報が端末に送信されるレートまたは情報が端
末から送信されるレートを高めることができる。端末に対するトラフィック要件が低下す
ると、追加の（１つまたは複数の）キャリアを解放して、他の端末のためのチャネルを空
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けることができる。
【０００７】
　上記の一例として、マルチキャリア高速パケットアクセス（ＭＣ－ＨＳＰＡ）はＨＳＰ
Ａシステムの発展型であり、２つの５ＭＨｚキャリアチャネルを統合してチャネル帯域幅
を増大させることにより、スループットおよびデータレートが向上する。ＭＣ－ＨＳＰＡ
システムは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）リリース７（Ｒ７）、
Ｒ６、Ｒ５、およびリリース´９９（Ｒ９９）など、以前のプロトコルを用いて設計され
た端末に対して後方互換性がある。さらに、事業者のために、ＭＣ－ＨＳＰＡシステムで
は、事業者に認可される複数のキャリアが周波数スペクトル内で連続していなくても、効
率的でフレキシブルなスペクトル資産利用が可能である。
【０００８】
　それらの利益にもかかわらず、マルチキャリアシステムに関連するいくつかの問題があ
る。最初に、端末は、一般に、複数のキャリアにわたって復調または復号する必要があり
、プロセッサ消費を著しく増大させる。これは、端末のバッテリ寿命に悪影響を及ぼす。
さらに、端末は、しばしば、複数のキャリアの各々の上でダウンリンクチャネル状態と送
信結果とを含む追加のフィードバック情報をサービングネットワークに提供する必要があ
る。追加のコストが複数のアップリンクキャリアに関連する可能性もある。したがって、
フレキシビリティ、スループットおよび低レイテンシを維持しながら端末バッテリの消耗
を緩和するマルチキャリアシステムであれば、既存のマルチキャリアシステムに勝る著し
い利点を提供するであろう。
【発明の概要】
【０００９】
　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべての態様
の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入と
して、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【００１０】
　本開示は、マルチキャリアワイヤレス通信システムにおいて追加のキャリアの高速割振
りを可能にする。本開示のいくつかの態様では、追加のキャリアへのユーザ機器（ＵＥ）
アクセスを管理するために下位レイヤシグナリングプロトコルを採用することができる。
下位レイヤシグナリングは比較的高速である（たとえば、２ミリ秒［２ｍｓ］程度の低い
ＴＴＩを有する）ので、チャネル状態の同時変化に応答して、追加のキャリアの活動化ま
たは非活動化を迅速に実装することができる。
【００１１】
　本開示の特定の態様によれば、下位レイヤマルチキャリア管理は、物理レイヤシグナリ
ングまたはレイヤ２シグナリング、あるいはその適切な組合せを採用することができる。
レイヤ２シグナリングは、ＵＥへの不連続送信（ＤＴＸ）または不連続受信（ＤＲＸ）シ
グナリングに基づいて推論されたコマンドを備えることができる。物理レイヤシグナリン
グは、明示的マルチキャリア管理コマンドを与える共有制御チャネル（ＳＣＣＨ）または
高速ＳＣＣＨ（ＨＳ－ＳＣＣＨ）オーダーを採用することができる。ＵＥがコマンドを受
信または復号すると、ＵＥは、マルチキャリアシステムに関してその状況を調整し、コマ
ンドに応答してネットワークに肯定応答を送信することができる。したがって、ＵＥは、
低需要期間中にバッテリ電力を保持しながら、高需要トラフィックに適応するために追加
のキャリアを迅速に活動化または非活動化させることができる。
【００１２】
　本開示の特定の態様によれば、ワイヤレス通信のための方法が提供される。本方法は、
ワイヤレスネットワークにおいてユーザ機器（ＵＥ）のためのマルチキャリア割当ての通
知を取得することを備えることができる。本方法は、マルチキャリア割当ての少なくとも
１つのキャリアとのＵＥ対話を管理するためのルールを実行するためにデータプロセッサ
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を採用することをさらに備えることができ、ルールは、ＵＥまたはワイヤレスネットワー
クに関係するワイヤレス状態を分析することと、ワイヤレス状態に基づいて少なくとも１
つのキャリアに関係するＵＥコマンドを生成することとを備える。さらに、本方法は、下
位レイヤシグナリングを介してコマンドをＵＥに搬送するために通信インターフェースを
採用することを備えることができる。
【００１３】
　本開示の他の態様では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は、非アン
カーワイヤレスキャリアとのＵＥ対話を管理するように構成されたモジュールのセットを
実行するデータプロセッサを備えることができる。さらに、モジュールのセットは、本装
置によってサービスされるＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得するインター
フェースモジュールと、ＵＥに関係するワイヤレス状態を測定する分析モジュールと、Ｕ
Ｅのための非アンカーワイヤレスキャリアに関係する管理オーダーを生成する制御モジュ
ールとを備えることができる。上記に加えて、本装置は、下位レイヤ信号上でＵＥに管理
オーダーを搬送する通信インターフェースを備えることができる。
【００１４】
　さらなる態様によれば、ワイヤレス通信のための装置が開示される。本装置は、ワイヤ
レスネットワークにおいてＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得するための手
段を備えることができる。さらに、本装置は、マルチキャリア割当ての少なくとも１つの
キャリアとのＵＥ対話を管理するためのルールを実行するためにデータプロセッサを採用
するための手段を備えることができる。詳細には、ＵＥを管理するためのルールは、ＵＥ
またはワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析することと、少なくとも
１つのキャリアに関係するＵＥコマンドをワイヤレス状態に基づいて生成することとを含
むことができる。上記に加えて、本装置は、下位レイヤシグナリングを介してコマンドを
ＵＥに搬送するための手段を備えることができる。
【００１５】
　１つまたは複数の他の態様では、ワイヤレス通信のために構成された少なくとも１つの
プロセッサが提供される。（１つまたは複数の）プロセッサは、ワイヤレスネットワーク
においてＵＥのためのマルチキャリア割当ての通知を取得するための第１のモジュールと
、ＵＥまたはワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析するための第２の
モジュールとを備えることができる。さらに、（１つまたは複数の）プロセッサは、ワイ
ヤレス状態に基づいて少なくとも１つのキャリアに関係するＵＥコマンドを生成するため
の第３のモジュールと、下位レイヤシグナリングを介してコマンドをＵＥに搬送するため
の第４のモジュールとを備えることができる。
【００１６】
　他の態様によれば、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品が本明
細書で開示される。本コンピュータ可読媒体は、ワイヤレスネットワークにおいてＵＥの
ためのマルチキャリア割当ての通知を取得することをコンピュータに行わせるためのコー
ドの第１のセットと、ＵＥまたはワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分
析することをコンピュータに行わせるためのコードの第２のセットとを備えることができ
る。さらに、本コンピュータ可読媒体は、ワイヤレス状態に基づいて少なくとも１つのキ
ャリアに関係するＵＥコマンドを生成することをコンピュータに行わせるためのコードの
第３のセットと、下位レイヤシグナリングを介してコマンドをＵＥに搬送することをコン
ピュータに行わせるためのコードの第４のセットとを備えることができる。
【００１７】
　上記に加えて、ワイヤレス通信に関与するための方法が開示される。本方法は、ワイヤ
レスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤレス通信イ
ンターフェースを採用することを備えることができる。さらに、本方法は、物理レイヤま
たはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得するために通信インターフェース
を採用することを備えることができる。さらに、本方法は、メッセージからマルチキャリ
ア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマンドを抽出するためにデータプロセッサを
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採用することを備えることができる。
【００１８】
　他の態様によれば、ワイヤレス通信に関与するための装置が提供される。本装置は、ワ
イヤレスシグナリングプロトコルの１つのレイヤ上でマルチキャリア割当てを取得し、ワ
イヤレスシグナリングプロトコルの異なるレイヤ上でマルチキャリア割当てに関係するコ
マンドを取得するワイヤレス通信インターフェースを備えることができる。さらに、本装
置は、コマンドを処理し、コマンドを実装するためのモジュールのセットを実行するため
のデータプロセッサを備えることができる。
【００１９】
　さらに他の態様によれば、ワイヤレス通信に関与するための装置が開示される。本装置
は、ワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤ
レス通信インターフェースを採用するための手段を備えることができる。さらに、本装置
は、物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得するために通信
インターフェースを採用するための手段を備えることができる。さらに、本装置は、メッ
セージからマルチキャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマンドを抽出するた
めにデータプロセッサを採用するための手段を備えることができる。
【００２０】
　本開示の少なくとも１つの他の態様では、ワイヤレス通信に関与するように構成された
少なくとも１つのプロセッサが提供される。（１つまたは複数の）プロセッサは、ワイヤ
レスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワイヤレス通信イ
ンターフェースを採用するための第１のモジュールを備えることができる。（１つまたは
複数の）プロセッサは、物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを
取得するために通信インターフェースを採用するための第２のモジュールをも備えること
ができる。上記に加えて、（１つまたは複数の）プロセッサは、メッセージからマルチキ
ャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマンドを抽出するためにデータプロセッ
サを採用するための第３のモジュールを備えることができる。
【００２１】
　さらなる態様によれば、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品が
提供される。本コンピュータ可読媒体は、マルチキャリア割当てをワイヤレスネットワー
ク構成要素から取得するためにワイヤレス通信インターフェースを採用することをコンピ
ュータに行わせるためのコードの第１のセットを備えることができる。さらに、本コンピ
ュータ可読媒体は、物理レイヤまたはレイヤ２シグナリングプロトコルメッセージを取得
するために通信インターフェースを採用することをコンピュータに行わせるためのコード
の第２のセットを備えることができる。さらに、本コンピュータ可読媒体は、メッセージ
からマルチキャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマンドを抽出するためにデ
ータプロセッサを採用することをコンピュータに行わせるためのコードの第３のセットを
備えることができる。
【００２２】
　上記および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十分に説
明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に１つ
または複数の態様のうちのいくつかの例示的な態様を詳細に記載する。ただし、これらの
態様は、様々な態様の原理を使用することができる様々な方法のほんのいくつかを示すも
のであり、説明する態様は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものと
する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本明細書で開示する態様による高速キャリア割振りを行う例示的なシステムのブ
ロック図。
【図２】ワイヤレス通信において下位レイヤキャリア割振りを採用する例示的なシステム
のブロック図。
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【図３】いくつかの態様による、マルチキャリア割振りのためにフィードバックを採用す
る例示的なシステムのブロック図。
【図４】他の態様による、システム負荷に基づいてキャリアアクセスを制御する例示的な
システムのブロック図。
【図５】高速キャリア割振りのために構成された基地局を備える例示的なシステムのブロ
ック図。
【図６】マルチキャリア管理のために下位レイヤコマンドを採用する例示的なＵＥのブロ
ック図。
【図７】さらなる態様による、高速キャリア割振りを行うための例示的な方法のフローチ
ャート。
【図８】ネットワーク向けキャリア管理のためのマルチレイヤシグナリングのための例示
的な方法のフローチャート。
【図９】本明細書で開示する態様による、マルチキャリア割振り管理のための例示的な方
法のフローチャート。
【図１０】マルチキャリア利用のためにマルチレイヤシグナリングを採用するための例示
的な方法のフローチャート。
【図１１】マルチキャリア通信における動的キャリア割振りのための例示的なシステムの
ブロック図。
【図１２】マルチキャリア通信における動的キャリア割振りのための例示的なシステムの
ブロック図。
【図１３】本明細書で開示する態様による例示的なワイヤレス通信装置のブロック図。
【図１４】ワイヤレスデバイス間の通信のための例示的なセルラー環境のブロック図。
【図１５】ワイヤレス通信のための例示的なワイヤレスシグナリング環境のブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　次に、図面を参照しながら様々な態様について説明する。図面では、全体にわたって同
様の要素を指すのに同様の参照符号を使用する。以下の記述では、説明の目的で、１つま
たは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記載する。ただし、そ
のような（１つまたは複数の）態様は、これらの特定の詳細なしに実施できることは明ら
かであろう。他の例では、１つまたは複数の態様の説明を円滑にするために、よく知られ
た構造およびデバイスはブロック図の形態で示す。
【００２５】
　さらに、本開示の様々な態様について以下で説明する。本明細書の教示は多種多様な形
で実施でき、本明細書で開示する特定の構造および／または機能は代表的なものにすぎな
いことは明らかであろう。本明細書の教示に基づいて、本明細書で開示する態様は他の態
様とは無関係に実現できること、およびこれらの態様のうちの２つ以上を様々な方法で組
み合わせることができることを、当業者なら諒解されよう。たとえば、本明細書に記載の
態様をいくつ使用しても、装置を実現し、および／または方法を実施することができる。
さらに、本明細書に記載の態様のうちの１つまたは複数に加えて、あるいはそれら以外に
、他の構造および／または機能を使用して装置を実現し、および／または方法を実施する
ことができる。例として、本明細書で説明する方法、デバイス、システムおよび装置の多
くについては、マルチキャリアワイヤレスシステムにおける高速キャリア割振りのために
下位キャリアシグナリングを採用するコンテキストで説明する。同様の技法が他の通信環
境に適用できることを、当業者なら諒解されよう。
【００２６】
　マルチキャリアワイヤレス通信システム（たとえば、高速パケットアクセス［ＨＳＰＡ
］）では、（１つまたは複数の）追加のキャリアが、ワイヤレスネットワーク内の各アク
セス端末（ＡＴ）にかなりの利益を与えることができる。さらに、（１つまたは複数の）
追加のキャリアはまた、フレキシビリティを高め、ネットワーク事業者の負荷問題（load
ing problems）を低減することができる。しかしながら、増加したＡＴ処理要件および他
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の考慮事項により、マルチキャリアシステムも、いくつかの欠点を有することがある。
【００２７】
　一般に、第２のキャリアを利用することが、フィードバック制御チャネル中のオーバー
ヘッドをかなり増加させることがある。ＡＴが著しい経路損失を受け、頻繁なアップリン
クパケットフィードバックを必要とする場合、この問題は悪化する。さらに、第２のキャ
リアは、同時に２つのキャリアを利用することに関与する増加した処理および送信の結果
として、ＡＴバッテリ寿命に悪影響を及ぼすことがある。
【００２８】
　これらの問題を緩和するために、本開示は、経路損失などのワイヤレスチャネル状態を
分析し、追加のキャリア（たとえば、マルチキャリア割振りにおける非アンカーキャリア
）上のＡＴアクティビティを動的に管理するための機構を提供する。したがって、ネット
ワークは、低い経路損失状態にある第２のキャリア上のＡＴアクティビティを高める（た
とえば、チャネルフィードバックを活動化する）、または高い経路損失状態にある第２の
キャリア上のＡＴアクティビティを減少させる（たとえば、チャネルフィードバックを非
活動化する）ことができる。別の例として、第２のキャリアを、高データレートトラフィ
ックの場合、活動化し、低データレートトラフィックの場合、非活動化することができる
。
【００２９】
　本開示のいくつかの態様では、ネットワーク構成要素（たとえば、無線ネットワークコ
ントローラ、つまりＲＮＣ）が、（１つまたは複数の）追加のキャリアをＡＴに割り振る
ために、レイヤ３プロトコルを採用することができる。レイヤ３プロトコルメッセージが
ＡＴに送信され、メッセージを受信すると、ＡＴは追加のキャリアをアンカーキャリアと
統合する。さらなる態様によれば、ネットワークは、ＡＴの第２のキャリア使用量を動的
に管理するために、下位レイヤシグナリングを採用することができる。一例として、マル
チキャリア利用に関係する明示的コマンドのために、共有制御チャネル（ＳＣＣＨ）また
は高速ＳＣＣＨ（ＨＳ－ＳＣＣＨ）オーダーを確保することができる。別の例として、マ
ルチキャリア利用のための暗示的コマンドを送信する際に、不連続送信（ＤＴＸ）または
不連続受信（ＤＲＸ）論理を採用することができる。ネットワークは、コマンドを無線で
ＡＴに搬送し、ＡＴは、コマンドを受信または実施すると応答する。適切な場合、ネット
ワークは、パケット損失の影響を緩和するために繰返しコマンド送信を採用することがで
きる。代替的に、または追加として、ＡＴは、ネットワークとＡＴとの間の効率的な対話
のために、下位レイヤマルチキャリア利用コマンドに肯定応答（ＡＣＫ）、または否定応
答（ＮＡＣＫ）することができる。
【００３０】
　ＨＳ－ＳＣＣＨコマンドを、各送信時間間隔（ＴＴＩ）で、またはＴＴＩのセットにわ
たって送信し、（たとえば、コマンドをＡＴに関連する固有の識別子と符号化することに
よって）個々のＡＴに向けることができる。したがって、（１つまたは複数の）追加のキ
ャリア（たとえば、非アンカーキャリア）を活動化または非活動化するように、（１つま
たは複数の）追加のキャリア上のフィードバックまたは（１つまたは複数の）追加のキャ
リアのためのパイロット／制御チャネル復号を活動化、または非活動化するようになど、
ＡＴに迅速に命令することができる。さらに、活動化／非活動化は、チャネル状態の変化
に応答することができる。したがって、マルチキャリア利用のバッテリ寿命およびオーバ
ーヘッドへの影響は、非アンカーキャリアの高速管理によってかなり改善することができ
る。
【００３１】
　キャリアを活動化または非活動化すると、ＡＴは、チャネルフィードバック情報（たと
えば、ＣＱＩまたはパケットＡＣＫ／ＮＡＣＫデータ）をサービングワイヤレスネットワ
ークに提出するために採用されるアップリンクフィードバックチャネルを変更することが
できる。活動化／非活動化コマンドを受信した後、ＡＴによって採用されるキャリアの新
しいセットに基づいて更新フィードバックチャネルが選択される。さらに、ＡＴは、適切
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な場合、更新フィードバックチャネルに一致する、（たとえば、ＣＱＩまたはＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報を提出するのに適した）新しい高速専用物理制御チャネル（ＨＳ－ＤＰＣＣＨ
）フィードバック符号化フォーマットをさらに採用することができる。符号化フォーマッ
トは、ダウンリンクチャネルのＣＱＩ測定値、またはサービングワイヤレスネットワーク
によって送信されたダウンリンクパケットのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ応答のために利用さ
れる。更新フィードバックチャネルまたは新しい符号化フォーマットを選択した後、それ
ぞれフィードバックチャネルの新しいセットまたは符号化フォーマットの新しいセットが
、ＡＴにサービスしている基地局に提出される。したがって、次いで、基地局は、ＡＴに
よって提出されるチャネルの新しいセットまたはキャリアのセットに関係する、フィード
バック情報を取得および復号するために、（１つまたは複数の）新しいチャネルを監視し
、（１つまたは複数の）新しい復号フォーマットを採用することができる。
【００３２】
　次に図を参照すると、図１は、マルチキャリアワイヤレス通信環境における高速キャリ
ア割振りを行う例示的なシステム１００のブロック図を示している。本開示のいくつかの
態様では、ネットワークの時間的に変化する状態に基づいて、非アンカーキャリアとのＡ
Ｔ対話をシステム１００によって動的に制御することができる。本開示の少なくとも１つ
の態様では、トラフィック要件、ネットワーク負荷などに基づいて非アンカーキャリアを
割り振る、または割振り解除するために、上位レイヤシグナリングを採用することができ
る。代替的に、または追加として、マルチキャリア最適化のために下位レイヤシグナリン
グを採用し、非アンカーキャリアリソースの効率的なネットワーク向け利用を行うことが
できる。したがって、システム１００は、ネットワーク内の端末における処理オーバーヘ
ッドおよび電力消費を緩和しながら、マルチキャリアシステムのより高いスループット、
データレートおよびフレキシビリティを達成することができる。
【００３３】
　システム１００はマルチキャリア管理装置１０２を備える。装置１０２は、ワイヤレス
通信ネットワーク中のユーザ機器（ＵＥ）に割り振られたキャリア周波数の動的制御用に
構成されたモジュール（１０６、１１０、１１２）のセットを実行するデータプロセッサ
を備えることができる。詳細には、モジュール（１０６、１１０、１１２）のセットはイ
ンターフェースモジュール１０６を備えることができる。インターフェースモジュール１
０６は、ネットワーク構成要素またはワイヤレス端末と情報を交換するために、有線また
はワイヤレス通信媒体（たとえば、送信機１１８、または有線ネットワークインターフェ
ース、図示せず）を利用する、またはそれにアクセスするように構成される。詳細には、
インターフェースモジュール１０６は、マルチキャリア管理装置１０２によってサービス
されるＵＥへのマルチキャリア割当ての通知１０８を取得することができる。
【００３４】
　上記の一例として、インターフェースモジュール１０６は、適切な有線またはワイヤレ
スネットワーク接続を介して無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）と結合できる。し
たがって、たとえば、装置１０２は、イーサネット（登録商標）接続、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）接続、同軸ケーブル接続（ケーブル）、イントラネットまたはインターネッ
トなどの中間ネットワーク、またはＷｉＦｉ接続、あるいはＲＮＣにインターフェースす
るためのそれらの適切な組合せなどを採用することができる。ＲＮＣは、マルチキャリア
割振り通知１０８をインターフェースモジュール１０６に与えるために有線またはワイヤ
レス接続を採用することができる。
【００３５】
　別の例として、インターフェースモジュール１０６はトランシーバ１１８と通信可能に
結合できる。トランシーバ１１８は、マルチキャリア管理装置１０２によってサービスさ
れるＵＥとワイヤレスに結合される。したがって、ネットワークＲＮＣからマルチキャリ
ア割当てを受信すると、ＵＥは、インターフェースモジュール１０６において取得される
、割振りの通知１０８をトランシーバ１１８に送信することができる。
【００３６】
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　上述のように、割振り通知１０８を、ネットワーク構成要素によって生成し、インター
フェースモジュール１０６にフォワーディングする、またはＵＥを通してルーティングし
（またはＵＥによって生成し）、トランシーバ１１８に送信することができる。割振り通
知１０８は、ＵＥを識別することができ、ならびにＵＥに割り当てられたアンカーキャリ
アおよび非アンカーキャリアを識別することができる。さらに、少なくとも本開示のいく
つかの態様では、割振り通知１０８は、ＵＥに非アンカーキャリアを割り振るまたは割振
り解除するための状態（たとえば、トラフィック要件）を識別することができる。
【００３７】
　インターフェースモジュール１０６において割振り通知１０８を受信すると、データプ
ロセッサ１０４は、分析モジュール１１０を実行して、ＵＥに関係するワイヤレス状態を
測定する。代替的に、または追加として、その状態は、マルチキャリア割当ての効率に関
係するとすることができる。いくつかの態様では、状態は、経路損失、スループット、デ
ータレートなど、ワイヤレスチャネルの品質または効率測定値を備えることができる。他
の態様では、状態は、ワイヤレスアクセスネットワークの負荷パラメータを備えることが
できる。さらに他の態様では、ワイヤレス状態の測定値を取得するために上記の基準の組
合せ、または同様の基準を採用することができる。
【００３８】
　測定値が取得されると、データプロセッサ１０４は、マルチキャリア管理装置１０２に
よってサービスされるＵＥのための管理オーダー１１６を生成するために制御モジュール
１１２を実行することができる。詳細には、管理オーダー１１６は、マルチキャリア割振
りの一部としてＵＥに割り当てられる非アンカーキャリアに関係することができる。制御
モジュール１１２は、管理オーダー１１６を、分析モジュール１１０によって与えられた
チャネルまたはネットワーク測定値に基づけることができる。したがって、チャネル／ネ
ットワーク測定値がネットワークにおけるトラフィック負荷の増加、またはＵＥについて
の経路損失の増加を示唆する場合、コマンド１１６は、ＵＥに以前に割り振られた非アン
カーキャリアを解放または非活動化するようにＵＥに命令することができる。逆に、チャ
ネル／ネットワーク測定値が軽度または中程度の負荷、あるいはＵＥについての低い経路
損失状態を示す場合、コマンド１１６は、非アンカーキャリアを保持または再活動化させ
るようにＵＥに命令することができる。
【００３９】
　本開示のいくつかの態様では、マルチキャリア管理オーダー１１６は、ＨＳ－ＳＣＣＨ
シグナリングを利用する物理レイヤコマンドを備えることができる。さらに、ＴＴＩごと
の頻度で（あるいは、適切により多いまたはより少ない頻度で）、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダ
ーを制御モジュール１１２によって生成することができる。高速シグナリングのオーバー
ヘッドがよく制御されるという点で、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダーは有益である。さらに、Ｈ
Ｓ－ＳＣＣＨ信号は、その信号を固有のＵＥ識別子（たとえば、１６ビットＩＤ）と符号
化することによって、特定のＵＥにユニキャストできる。ＨＳ－ＳＣＣＨオーダーは、Ｕ
Ｅに関連するアンカーキャリア上で、または、代替的に、ＵＥが非アンカーキャリアの制
御チャネルをアクティブに監視している場合、非アンカーキャリア上で送信できる。
【００４０】
　上記を説明する一例として、（たとえば、アンカーキャリアに加えて）ＵＥへの追加の
キャリアの割振りのために、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダーのセットを確保することができる。
たとえば、オーダーのセットは、活動化オーダーおよび非活動化オーダーを備えることが
できる。本開示の少なくともいくつかの態様では、他のコマンドのために、追加のオーダ
ーを確保することができる。たとえば、追加のキャリア上のチャネルフィードバック（た
とえば、ＣＱＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報、スケジュール情報［ＳＩ］など）を活動化また
は非活動化するために、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダーのペアを確保することができる。別の例
として、追加のキャリア上のパイロットおよび制御チャネル信号を活動化または非活動化
するようにＵＥに命令するコマンドのために、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダーのペアを確保する
ことができる。他の例では、上記または同様のコマンドの組合せを実装することができる
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。
【００４１】
　上記を説明する特定の例として、追加のキャリアを非活動化すること、およびそうする
ための方法をＵＥに命令するように、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダーのセットを構成することが
できる。バッテリ消費がＵＥにおいて指定された目標になった場合、ＨＳ－ＳＣＣＨオー
ダーのサブセットは追加のキャリアを完全に解放するようにＵＥに命令し、そのキャリア
上のすべてのオーバーヘッドを終了することができる。さもなければ、有効なバッテリ消
費目標が識別されていない場合、オーダーのサブセットは代替的に、追加のキャリア上の
非パイロットおよび非制御信号を無視するようにＵＥに命令し、オーバーヘッドを低減す
るが、そのキャリアの何らかの利用を維持することができる。同様に、ＵＥまたはサービ
ングワイヤレスアクセスネットワークの電力消費または処理オーバーヘッド目標に応じて
、追加のキャリア上のダウンリンクシグナリングを単に監視することによって、あるいは
そのキャリア上のダウンリンクシグナリングを監視することと、フィードバックを与える
ことの両方によって、追加のキャリアを活動化するようにＵＥに命令するように、ＨＳ－
ＳＣＣＨオーダーのサブセットを構成することができる。
【００４２】
　以下は、上述のように、追加のキャリア（この例では二次キャリアと呼ばれるが、追加
のキャリアの数は１に限定されない）を有効にするための上位レイヤオーダー（たとえば
、レイヤ２またはレイヤ３オーダー）と、（１つまたは複数の）追加のキャリアを迅速に
活動化または非活動化するための下位レイヤオーダー（たとえば、レイヤ２または物理レ
イヤオーダー）との両方を利用するマルチキャリア制御を示す別の例である。この特定の
例は、主キャリア上でＵＥを構成するために、高速ダウンリンク共有チャネル（ＨＳ－Ｄ
ＳＣＨ）データのスケジューリングおよびトランスポートのためのレイヤ２シグナリング
（たとえば、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤシグナリング）を採用する（たとえば、
その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、第３世代パートナーシッププロジ
ェクト［３ＧＰＰ］ＴＳ２５．２１４バージョン８．４０、セクション６Ａを参照）。（
たとえば、副ＨＳ－ＤＳＣＨサービングセルによってサポートされる）副キャリアの場合
、オーダーのセットは、次のように確立される。
【００４３】
　　　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ｅｎａｂｌｅｄ（値０／１）－上位レイヤプロト
コルがＵＥに対して副キャリアの使用を有効にしたかどうかを示す。
【００４４】
　　　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ａｃｔｉｖｅ（値０／１）－下位レイヤプロトコ
ルがＵＥに対して副キャリアを活動化したか、または非活動化したかを示す。
【００４５】
上記のオーダーに基づいて、ＵＥが副ＨＳ－ＤＳＣＨセル上の副サービングキャリアで構
成された場合、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ｅｎａｂｌｅｄは１であり、他の場合は
、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ｅｎａｂｌｅｄは０、およびＳｅｃｏｎｄａｒ＿Ｃｅ
ｌｌ＿Ａｃｔｉｖｅは０である。Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ｅｎａｂｌｅｄを１に
設定するオーダーがＵＥに送信されたとき、副キャリアはＵＥによって活動化される。有
効にされると、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ａｃｔｉｖｅをそれぞれ１または０に設
定するオーダーを発行することによって、副キャリアが活動化されるまたは副キャリアを
非活動化するオーダーをＵＥに送信することができる。本開示のいくつかの態様によれば
、ＵＥは、オーダーを配信するＨＳ－ＳＣＣＨサブフレームの終了後に副キャリアを活動
化または非活動化するための指定された時間期間（たとえば、１２タイムスロットなど、
所定数のタイムスロット）が与えられる。
【００４６】
　ＵＥの観点からの上記の例を続けるために、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ＿Ｃｅｌｌ＿Ａｃｔｉ
ｖｅが１に設定されている場合、ＵＥは、副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル中のＨＳ－Ｓ
ＣＣＨセットを監視し、副セルにおいてスケジュールされたＨＳ－ＤＳＣＨシグナリング
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を受信することができる。副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル中のＨＳ－ＳＣＣＨセットの
最大サイズを、所定の数（たとえば、４）にセットすることができ、サービングＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセルと副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルの両方にわたってＵＥによって監視される
ＨＳ－ＳＣＣＨ信号の最大数は、サービングセルオーダーおよび副セルオーダーの数の組
合せ（たとえば、６）である。上記に加えて、ＵＥは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルか
らの最高１つのＨＳ－ＤＳＣＨまたはＨＳ－ＳＣＣＨオーダーと、副サービングＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセルからの最高１つのＨＳ－ＤＳＣＨまたはＨＳ－ＳＣＣＨオーダーとを同時に受
信することが可能である。いくつかの態様では、ＨＳ－ＤＳＣＨ送信におけるシグナリン
グのタイプもまた、限定することができる。たとえば、ＨＳ－ＤＳＣＨ送信は、ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨシグナリング以外の送信を利用することを制限されることがある。
【００４７】
　副キャリアを有効にし、副キャリアを活動化または非活動化するために、ＨＳ－ＤＳＣ
Ｈ上の様々な例示的なビットマッピングを採用することができる。たとえば、上位レイヤ
シグナリング（たとえば、レイヤ３またはレイヤ２シグナリング）を介して副キャリアを
有効および無効にするために、２ビットを確保することができる。さらに、下位レイヤシ
グナリング（たとえば、物理レイヤシグナリング）上で副キャリアを活動化または非活動
化するために、１ビットを確保することができる。一例として、その全体が参照により本
明細書に明確に組み込まれる、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１２バージョン８．４．０、４
．６Ｃ．２．１、および詳細には４．６Ｃ．２．２．１および４．６Ｃ．２．２．２を参
照されたい。ただし、本開示および添付の特許請求の範囲がそのように限定されないこと
を諒解されたい。
【００４８】
　本開示の少なくとも１つの例では、割り当てられた非アンカーキャリアを活動化／非活
動化するようにＵＥに命令するコマンドは、ＤＴＸまたはＤＲＸ論理のレイヤ２ＭＡＣ処
理を介して実施できる（たとえば、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１４バージョン８．４．０
、セクション６Ｃを参照）。たとえば、ＤＴＸ／ＤＲＸコマンドは、アクティビティのた
めのワイヤレス信号のサブフレームを監視するようにＵＥに命令することができる。それ
らのサブフレーム中で、随意に一定数のサブフレームにわたって、アクティビティが行わ
れる場合、それに応答してアクションをとるようにＵＥを構成することができる。それら
のサブフレーム中で、一定数のサブフレームにわたって、アクティビティが行われない場
合、別のアクションをとることができる。さらに、サブフレームの第２の期間内にアクテ
ィビティが行われない場合、第３のアクションをとることができ、以下同様である。した
がって、検出されたアクティビティに基づいて、ＵＥは、（たとえば、上位レイヤプロト
コルによってＵＥに以前に割り振られた）副キャリアを活動化することができる。サブフ
レームの第１の数内でアクティビティが行われない場合、チャネルフィードバック（たと
えば、ＣＱＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＩ）をオフにするようにＵＥを構成することができ
る。サブフレームの第２の期間内でアクティビティが行われない場合、副キャリア上のパ
イロットチャネルまたは制御チャネル処理を終了するようにＵＥを構成することができる
。上記は、ＵＥのための追加のキャリアを管理するための暗示的下位レイヤシグナリング
コマンドを与えるために採用できるＤＴＸ／ＤＲＸ論理の一例にすぎないことを諒解され
たい。しかしながら、本開示および添付の特許請求の範囲は、そのように限定されない。
【００４９】
　図２を参照すると、ワイヤレス通信においてマルチキャリア周波数を実装するための例
示的なシステム２００のブロック図が示されている。システム２００は、デフォルト通信
チャネルとして、ワイヤレスネットワークのアンカーキャリアを採用することができる。
チャネルトラフィック要件、システム処理要件、ネットワーク負荷などに基づいて、ワイ
ヤレスネットワークによって副キャリアをシステム２００に割り当てることができる。そ
の後、マルチキャリア通信を最適化するための副キャリアの制御を、高速下位レイヤシグ
ナリングコマンドによって実施することができる。したがって、高需要トラフィックのた
めのスループットおよびデータレートを最適化し、非アクティビティの期間中の電力消費
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を低減するように、システム２００を効率的に制御することができる。
【００５０】
　システム２００は、アクセス端末（ＡＴ）２０２を備える。ＡＴ２０２は、情報を送信
および受信するための通信インターフェース２０４を備える。詳細には、通信インターフ
ェース２０４は、ワイヤレスデータを送信および受信するための、ワイヤレス通信アンテ
ナおよびトランシーバを備えることができる。さらに、通信インターフェース２０４は、
（ワイヤレス周波数スペクトル中の連続する、または不連続の）複数のキャリア周波数上
で受信される信号を同時に監視するための受信機のセットを備えることができる。さらに
、通信インターフェース２０４は、同時にアップリンクチャネル上で複数の信号を送信す
るための送信機のセットを備えることができる。この構成は、ＡＴ２０２が、増加したス
ループットおよびトラフィックパフォーマンスのために複数のキャリアを同時に採用する
ことを可能にする。
【００５１】
　動作中、ＡＴ２０２は、マルチキャリア動作を有効にするレイヤ３シグナリングコマン
ド、およびマルチキャリア動作の動的な、リアルタイムまたはほぼリアルタイムの管理を
提供するレイヤ２または物理レイヤオーダーを取得する。データプロセッサ２０８は、受
信信号を分析し、マルチキャリア管理を実施するための（たとえば、メモリ２１２に記憶
された）マルチキャリアモジュール２１０のセットを実行することができる。ＡＴ２０２
のための非アンカーキャリアを有効または無効にし、ならびにワイヤレスネットワークか
ら受信されたコマンドに基づいて非アンカーキャリアを活動化および非活動化するように
、モジュール２１０を構成することができる。詳細には、マルチキャリアモジュール２１
０は、少なくともＴＴＩごとに１回キャリアを活動化／非活動化し、（たとえば、パケッ
ト損失、トラフィック需要、電力消費要件などに基づく）ネットワークコマンドに応答し
た高速管理を可能にする。
【００５２】
　本開示のいくつかの態様では、キャリア活動化／非活動化はティア機能（tiered funct
ionality）を備えることができる。たとえば、（たとえば、第１ティアＨＳ－ＳＣＣＨコ
マンドと相関される）活動化の第１ティアにおいて、マルチキャリアモジュール２１０の
１つは、データプロセッサ２０８に、非アンカーキャリア上のパイロット信号、同期信号
、または制御チャネルトラフィックを分析させることができる。第２ティアにおいて、モ
ジュール（２１０）は、データプロセッサに、非アンカーキャリア上のチャネルフィード
バックを実施させることができる。活動化のさらに他のティアにおいて、モジュール（２
１０）は、データプロセッサに、アップリンクトラフィックサービスのための非アンカー
チャネルを採用させることなどができる。キャリアの非活動化は、逆ティアにおいて実施
できる。たとえば、ティアコマンドは、データプロセッサに、非アンカーキャリア上のア
ップリンクデータの送信を止めさせ、非アンカーキャリアに関係するフィードバックの送
信を止めさせ、次いで、そのようなキャリアのパイロット／同期／制御チャネルの監視を
止めさせることができる。上述のように、様々なティアコマンドを、ＨＳ－ＳＣＣＨオー
ダー、ＤＴＸ／ＤＲＸ論理オーダーなどとして確保することができる。
【００５３】
　ティア活動化／非活動化（tiered activation/deactivation）を採用することによって
、システム２００は、第２のキャリア上で実行されるアクティビティの量を微調整するこ
とができる。したがって、第２のキャリア上のアクティビティをゆっくり縮小することに
よって、たとえば、バースト的なトラフィック、または経路損失の改善に対処するために
、そのキャリアの完全再活動化を迅速に実施することができる。別の恩恵として、電力消
費とキャリアアクティビティとの異なる比率を達成し、フレキシブルなワイヤレス通信を
もたらすことができる。ただし、本開示および添付の特許請求の範囲は、ティア活動化／
非活動化の上記の例に限定されないことを諒解されたい。そうではなく、活動化／非活動
化のより多くのティア、またはより少ないティア（たとえば、コマンドの単一のペアを介
して完全活動化／非活動化を提供するシングルティア）のいずれかを有する様々な他の例
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が企図される。
【００５４】
　図３に、本開示の追加の態様による、例示的なシステム３００のブロック図を示す。詳
細には、システム３００は、ワイヤレス端末のためのネットワークで管理されたマルチキ
ャリア通信を実施することができる。さらに、マルチキャリア通信は、ＴＴＩごとの速さ
で非アンカーキャリアを活動化または非活動化し、迅速なキャリア制御を行うことができ
る。さらに、管理された通信は、ＡＴ３０４によって与えられたフィードバックに基づく
ことができる。したがって、アクセスポイント３０２は、ＡＴ３０４によって報告された
チャネル状態に合わせたコマンドを送信し、それらのコマンドを実施することによって、
時間的に変化するワイヤレス状態へのかなりの適応性を達成することができる。
【００５５】
　ワイヤレスアクセスポイント３０２は、マルチキャリアコマンド３０６を送信する。マ
ルチキャリアコマンド３０６は、ＡＴ３０４への高速転送のための物理レイヤシグナリン
グプロトコルを介して送信できる。コマンド３０６は、ＡＴ３０４によって実施するため
の命令を備えることができる。詳細には、そのような命令は、ＡＴ３０４に割り振られた
副キャリアのための活動化／非活動化コマンドを備えることができる。さらに、命令は、
副キャリアに関係する、パイロット信号監視／無視コマンド、または制御チャネル監視／
無視コマンドを備えることができる。その上、コマンド３０６は、フィードバックに応じ
て（その関数として）ＡＴ３０４のためのキャリア管理をカスタマイズするために、非ア
ンカーキャリアに関係するワイヤレスチャネルフィードバックを送信するようにＡＴ３０
４に命令するための、フィードバック活動化／非活動化コマンドを備えることができる。
【００５６】
　ＡＴ３０４は、マルチキャリアコマンド３０６を受信し、その中に含まれる命令を実施
する。詳細には、フィードバック活動化コマンドに応答して、ＡＴ３０４は、（１つまた
は複数の）副キャリアのチャネル特性を測定し、測定の結果をサービングネットワークに
提出することができる。測定されるチャネル特性は、パケット損失、干渉、マルチパス散
乱などを含むことができる。さらに、ＡＴ３０４は、（１つまたは複数の）副キャリア上
のパケット送信に肯定応答／否定応答すること、ＳＩデータを提供することなどを行うこ
とができる。ＡＴ３０４によって生成されたフィードバックは、フィードバックメッセー
ジ３０８中に含まれ、ＡＴ３０４によってワイヤレスアクセスポイント３０２に送信され
る。フィードバックメッセージ３０８中に含まれるフィードバックデータに基づいて、ワ
イヤレスアクセスポイント３０２と結合されたネットワーク構成要素（たとえば、マルチ
キャリア管理装置、図１の１０２を参照）は、ＡＴ３０４に影響を及ぼす現在のチャネル
特性のための後続のマルチキャリアコマンドを構成することができる。さらに、本明細書
で説明するように、後続のコマンドは、現在のトラフィックスループット要件、サービス
品質（ＱｏＳ）要件、またはネットワーク負荷に基づくことができる。
【００５７】
　図４に、ワイヤレスネットワーク中の端末のためのマルチキャリア管理を提供する、例
示的なシステム４００のブロック図を示す。システム４００は、ワイヤレスネットワーク
内のワイヤレスチャネル状態に基づいて、キャリア割振りおよび活動化を管理することが
できる。さらに、システム４００は、ワイヤレスネットワークリソースの効率的な割振り
を行うために、ネットワーク負荷に基づいてキャリア活動化を管理することもできる。
【００５８】
　システム４００は、ワイヤレスネットワークの端末４０６、４０８のためのキャリア活
動化／非活動化コマンドを生成するための、マルチキャリア管理装置４０２を備える。詳
細には、装置４０２は、非アンカーキャリアの高速活動化および非活動化のためのＨＳ－
ＳＣＣＨオーダーを生成する物理制御モジュール４１０を採用することができる。オーダ
ーは、装置４０２と結合されたトランシーバ４０４によって、１つまたは複数の非アンカ
ーキャリアを割り振られたＡＴ４０６に送信される。
【００５９】
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　本明細書で説明するように、マルチキャリアオーダーの選択は、ネットワーク状態に応
じる（関数とする）ことができる。本開示のいくつかの態様では、ネットワーク状態は、
ＡＴ４０６、４０８によってアップロードされたデータからフィードバックモジュール４
１２によって抽出されたアンカーキャリア、または非アンカーキャリアの特性とすること
ができる。フィードバックモジュール４１２は、チャネル分析モジュール４１６による評
価のための特性（たとえば、経路損失、干渉、散乱）を与える。ワイヤレスキャリア特性
に基づいて、チャネル分析モジュール４１６は、ＡＴ４０６が非アンカーキャリアを活動
化すべきか、または非活動化すべきか、非アンカーキャリア上で送信されたパケットに肯
定応答すべきか、または否定応答すべきかなどを判断する。その判断に一致するマルチキ
ャリアコマンドをＡＴ４０６に発行するために、その判断がマルチキャリア分析装置４０
２に与えられる。
【００６０】
　本開示の他の態様では、ネットワーク状態は、１つまたは複数のワイヤレスネットワー
クチャネル上の現在の負荷を備えることができる。そのような場合、ネットワーク負荷を
評価するために、マルチキャリア管理装置４０２によってローディングモジュール４１４
を採用することができる。詳細には、ローディングモジュール４１４は、ダウンリンク負
荷を確定するために、１つまたは複数のキャリア上の電力またはコード使用量を採用する
ことができる。代替的に、または追加として、ローディングモジュール４１４は、アップ
リンク負荷を確定するために、ライズオーバサーマル（ＲｏＴ）情報を採用することがで
きる。確定されたネットワーク負荷に基づいて、ローディングモジュール４１４は、マル
チキャリア装置４０２によってサービスされるＡＴ４０６、４０８へのキャリアの適切な
割振りを導き出すことができる。本明細書で説明するように、指定されたキャリアを活動
化するようにＡＴ４０６、４０８に命令するオーダーを生成するために、割振りがマルチ
キャリア管理装置４０２に送信される。
【００６１】
　本開示のさらなる態様によれば、ＡＴ４０６のためのマルチキャリア管理は、ＡＴ４０
６のパフォーマンス目標に少なくとも部分的に基づくことができる。パフォーマンス目標
を、ＡＴ４０６によってマルチキャリア装置４０２に与えるか、またはネットワークデー
タストア（図示せず、ただし以下の図５を参照）に記憶し、ＡＴ４０６またはそのユーザ
プロファイルに関連付けることができる。例示的なパフォーマンス目標は、ＡＴ電力消費
、スループットまたはデータレートなどのＡＴトラフィックパフォーマンスなどを備える
ことができる。パフォーマンスモジュール４１８は、ＡＴの現在のトラフィック要件と比
較して目標を評価する。目標を達成することが、（たとえば、バッテリ電力を保持するた
めに）非アンカーキャリアを解放することを必要とする場合、パフォーマンスモジュール
４１８は、マルチキャリア管理装置４０２に、キャリア非活動化オーダーを発行させ、そ
のオーダーをＡＴ４０６に提出させることができる。目標を達成することが、（たとえば
、トラフィック要件を満たすために）非アンカーキャリアを活動化することを必要とする
場合、パフォーマンスモジュール４１８は、マルチキャリア管理装置に、キャリア活動化
オーダーを発行させ、そのオーダーをＡＴ４０６に提出させることができる。パフォーマ
ンスモジュール４１８を、（たとえば、フィードバックモジュール４１２によって抽出さ
れた）ＡＴ４０６におけるパフォーマンス目標および現在の状態に基づいて競合要件のバ
ランスをとるようにさらに構成することができる。一例として、トラフィック要件が高い
スループットを要求し、ＡＴ４０６の現在のバッテリ電力がしきい値レベルを下回る場合
、パフォーマンスモジュール４１８は、トラフィック要件よりも電力消費を優先し、キャ
リア非活動化または解放オーダーをＡＴ４０６に送信することができる。ただし、本開示
および添付の特許請求の範囲は、上記の例に限定されないことを諒解されたい。そうでは
なく、パフォーマンスモジュール４１８を、トラフィック要件とＡＴパフォーマンス目標
との間の競合の他の例における優先順位を判断するように構成することができる。
【００６２】
　図５に、ワイヤレス通信環境における高速ネットワークで管理されたマルチキャリア通
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信のための例示的なシステム５００のブロック図を示す。詳細には、システム５００は、
基地局５０２によってサービスされる１つまたは複数のＡＴ５０４のためのマルチキャリ
ア通信を管理するためのレイヤ２または物理レイヤコマンドを生成するように構成された
、基地局５０２を備えることができる。さらに、コマンドは、ワイヤレスネットワークの
ための効率的なマルチキャリア動作およびキャリア割振りを行うために、ＡＴ５０４にお
ける優勢なワイヤレス状態、または現在のネットワーク負荷に基づいて生成できる。
【００６３】
　基地局５０２（たとえば、アクセスポイント、．．．）は、１つまたは複数のＡＴ５０
４から１つまたは複数の受信アンテナ５０６を介してワイヤレス信号を取得する受信機５
１０と、変調器５３２によって与えられたコード化／被変調ワイヤレス信号を（１つまた
は複数の）ＡＴ５０４に（１つまたは複数の）送信アンテナ５０８を介して送信する送信
機５３４とを備えることができる。受信機５１０は、受信アンテナ５０６から情報を取得
し、さらに、（１つまたは複数の）ＡＴ５０４によって送信されたアップリンクデータを
受信する信号受信者（図示せず）を備えることができる。さらに、受信機５１０は、受信
情報を復調する復調器５１２に動作可能に連結される。復調されたシンボルはデータプロ
セッサ５１４によって分析される。データプロセッサ５１４はメモリ５１６に結合され、
このメモリ５１６は、基地局５０２によって提供または実施される機能に関係する情報を
記憶する。一例では、記憶された情報は、効率的にキャリアを（１つまたは複数の）ＡＴ
５０４に割り振るために、ネットワークチャネル特性またはネットワーク負荷を分析し、
マルチキャリアコマンドを生成するためのルールまたはプロトコルを備えることができる
。上記に加えて、データプロセッサ５１４を、チャネル特性またはネットワーク負荷に基
づいてコマンドを生成するためのルール５４０を記憶するデータストア５３６に結合する
ことができる。本開示の少なくとも１つの態様では、データストア５３４はさらに、（１
つまたは複数の）ＡＴ５０４のためのパフォーマンス目標を記憶し、目標に応じてコマン
ドを生成することができる。
【００６４】
　基地局５０２は、（１つまたは複数の）ＡＴ５０４によって採用されるワイヤレスチャ
ネル状態（たとえば、ＲｏＴ、ネットワーク負荷）を分析する、または（たとえば、ＣＱ
ＩまたはＳＩ送信を介して）（１つまたは複数の）ＡＴ５０４によって報告され、フィー
ドバックモジュール５２４において受信されるワイヤレスチャネル状態を評価する分析モ
ジュール５１８をさらに備えることができる。評価は、報告するＡＴ５０４に割り振られ
た１つまたは複数のキャリア上の経路損失、マルチパス散乱、干渉などを識別することを
備えることができる。評価された状態は、（１つまたは複数の）ＡＴ５０４のためのキャ
リア管理オーダーを生成するためのマルチキャリア割振りルール５４０のセットを参照す
る制御モジュール５２０に提出される。詳細には、制御モジュール５２０は、最適なマル
チキャリアパフォーマンスのためのしきい値スループット、データレート、または同様の
状態を確定するために、チャネル分析モジュール５２８を採用することができる。チャネ
ル分析モジュール５２８は、評価された状態の意味を判断し、割り振られた（１つまたは
複数の）キャリアに対して（１つまたは複数の）ＡＴ５０４がとるべき適切なアクション
を識別することができる。随意に、適切なアクションは、パフォーマンスモジュール５３
０によって取得および分析され、データストア５３６に記憶された、ＡＴ５０４のパフォ
ーマンス目標（５３８）を反映することができる。制御モジュール５２０は、識別された
アクションを実施するように（１つまたは複数の）ＡＴ５０４に命令する、ＨＳ－ＳＣＣ
ＨオーダーまたはＤＴＸ／ＤＲＸオーダーを生成するために、物理プロトコルモジュール
５２２を採用する。代替的に、または追加として、適切なアクションは、ローディングモ
ジュール５２６によって判断された現在のネットワーク負荷に基づくことができる。たと
えば、ネットワーク負荷が高い場合、オーダーは非アンカーキャリアを非活動化または解
放するように（１つまたは複数の）ＡＴ５０４に命令し、基地局５０２がより多数のＡＴ
（５０４）にサービスすることを可能にすることができる。逆に、ネットワーク負荷が中
程度または低い場合、パフォーマンスを高めるために、オーダーは、非アンカーキャリア
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を活動化するように（１つまたは複数の）ＡＴ５０４に命令することができる。
【００６５】
　図６に、本開示の態様による、ワイヤレス通信のために構成されたＡＴ６０２を備える
例示的なシステムのブロック図を示す。ＡＴ６０２は、ワイヤレスネットワークの１つま
たは複数の基地局６０４（たとえば、アクセスポイント）にワイヤレスに結合するように
構成できる。そのような構成に基づいて、ＡＴ６０２は、順方向リンクチャネル上で基地
局（５０４）からワイヤレス信号を受信し、逆方向リンクチャネル上でワイヤレス信号で
応答することができる。さらに、ＡＴ６０２は、本明細書で説明するように、受信したワ
イヤレス信号を分析する、分析された信号からマルチキャリア管理オーダーを抽出する、
それらの命令を実施するなどのための、メモリ６１４に記憶された命令を備えることがで
きる。
【００６６】
　ＡＴ６０２は、信号を受信する少なくとも１つのアンテナ６０６（たとえば、入力／出
力インターフェースを備えるワイヤレス送信／受信インターフェース、またはそのような
インターフェースのグループ）と、受信信号に対して典型的なアクション（たとえば、フ
ィルタ処理、増幅、ダウンコンバートなど）を実行する（１つまたは複数の）受信機６０
８とを含む。一般に、アンテナ６０６および送信機６３０（トランシーバと総称される）
は、（１つまたは複数の）基地局６０４とのワイヤレスデータ交換を可能にするように構
成できる。
【００６７】
　アンテナ６０６および（１つまたは複数の）受信機６０８はまた、受信シンボルを復調
し、そのような信号を評価のために（１つまたは複数の）データプロセッサ６１２に供給
することができる復調器６１０に結合できる。（１つまたは複数の）データプロセッサ６
１２は、ＡＴ６０２の１つまたは複数の構成要素（６０６、６０８、６１０、６１４、６
１６、６１８、６２０、６２２、６２４、６２６）を制御および／または参照することが
できることを諒解されたい。さらに、（１つまたは複数の）データプロセッサ６１２は、
ＡＴ６０２の機能を実行することに関係する情報または制御権を備える１つまたは複数の
モジュール、アプリケーション、エンジンなど（６１６、６１８、６２０、６２２、６２
４、６２６）を実行することができる。たとえば、そのような機能は、本明細書で説明す
るように、複数のキャリアを活動化／非活動化すること、そのようなキャリアのパイロッ
ト、同期および制御チャネルを監視すること、キャリアに関係するチャネル分析またはパ
ケット信頼性データを供給すること、またはキャリア上でトラフィックデータを受信する
ことを含むことができる。
【００６８】
　さらに、ＡＴ６０２のメモリ６１４は、（１つまたは複数の）データプロセッサ６１２
に動作可能に結合される。メモリ６１４は、送信、受信などすべきデータと、リモートデ
バイス（６０４）とのワイヤレス通信を行うのに適した命令とを記憶することができる。
詳細には、命令は、上記または本明細書の他の箇所に記述する様々な機能を実施するため
に利用できる。さらに、メモリ６１４は、上記の（１つまたは複数の）データプロセッサ
６１２によって実行されるモジュール、アプリケーション、エンジンなど（６１６、６１
８、６２０、６２２、６２４、６２６）を記憶することができる。
【００６９】
　さらに、ＡＴ６０２は、ＡＴ６０２によって受信され、分析モジュール６２２によって
復号された適切なマルチキャリアコマンドに応答して、ＡＴ６０２に割り振られた非アン
カーキャリアを開始または非活動化するように構成された活動化モジュール６１６を備え
ることができる。活動化は、パイロット／制御チャネルを監視すること、キャリアに関係
するＣＱＩ、ＳＩまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫデータを供給するためにフィードバックモジュ
ール６１８を採用すること、またはキャリア上でトラフィックを受信すること、あるいは
それらの組合せを備えることができる。さらに、非活動化は、キャリアに関係するチャネ
ルまたはパケット報告を終了するためにフィードバックモジュール６１８を採用すること
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、またはキャリア上で送信されたトラフィックデータまたはパイロット／制御シグナリン
グを無視すること、あるいはそれらの組合せを備えることができる。
【００７０】
　本開示の少なくとも１つの態様では、ＡＴ６０２によって受信されたマルチキャリアコ
マンドは、特定の時間期間の間実施できる。タイミングモジュール６２０が、データプロ
セッサ６１２によってそのようなコマンドが処理されている時間期間を追跡するためのカ
ウンタを開始することができる。データプロセッサ６１２が時間期間内に後続のマルチキ
ャリアコマンドを分析した場合、後続のコマンドを実施することができる。他の場合は、
データプロセッサ６１２は、デフォルトのシングルキャリア状況に、または、タイマがセ
ットされた、コマンドを受信するより前のマルチキャリア状況にＡＴ６０２を戻すことが
できる。後者の場合、データプロセッサ６１２は、前の状況を復元するために利用できる
、前の状況情報をメモリ６１４に記憶することができる。
【００７１】
　上記に加えて、ＡＴ６０２は、チャネル品質情報を基地局６０４に提出するように構成
された報告モジュール６２４を備えることができる。ＡＴ６０２によって観測されたワイ
ヤレスチャネル特性の現在の状況を示すＣＱＩ、ＳＩなどとして、チャネル品質情報を提
出することができる。報告モジュール６２４は、周期的に、または基地局６０４からのフ
ィードバックコマンドの受信時に、データ提出をトリガすることができる。
【００７２】
　本開示の少なくとも１つの態様では、ＡＴ６０２は、マルチキャリア通信に関係するＡ
Ｔ６０２のための動作またはパフォーマンス目標を維持する管理モジュール６２６を備え
ることができる。動作／パフォーマンス目標は、ＡＴ６０２の動作パラメータのセットの
ための重要度階層を指定することができる。パラメータは、電力消費、バッテリ電力レベ
ル、トラフィックスループットまたはデータレート、ワイヤレスチャネル品質などを含む
ことができる。さらに、重要度階層（importance hierarchy）は、パラメータ間の競合を
生じるとき、どの動作パラメータを優先するか確定することができる。例示的な競合は、
複数のキャリア上の高品質、高データレートトラフィックに関与しながら、バッテリ寿命
を節約することを含むことができる。競合の解消は、重要度階層に少なくとも部分的に基
づいて確定できる。たとえば、バッテリ寿命を優先する場合、トラフィックデータレート
への悪影響にもかかわらず、比較的低い最大しきい値で電力消費を維持することがある。
本開示の少なくとも１つの態様では、１つまたは複数の状態に対して階層を実装すること
ができ、またはＡＴ６０２の異なる動作状況について異なる重要度階層を確立することが
できる。たとえば、重要度階層は、バッテリ電力が少なくとも半分満たされているという
状態に対して、トラフィックスループットが電力消費よりも高い優先順位を有すると指定
することができる。同様に、ＡＴ６０２が（たとえば、外部電源に接続された）ＡＣ電力
で動作しているときに第１の重要度階層を確定し、ＡＴ６０２がバッテリ電力で動作して
いるときに第２の重要度階層を確定することができる。しかしながら、本開示および添付
の特許請求の範囲は、上記の例に限定されない。
【００７３】
　管理モジュール６２６は、基地局６０２にパフォーマンス目標、重要度階層、またはＡ
Ｔ状況情報を伝達することができる。また、ＡＴ状況の変化、または１つまたは複数の重
要度状態（たとえば、現在のバッテリ電力）に関係する動作特性を、基地局６０２に伝達
することができる。したがって、基地局６０２は、指定された目標、状態、およびＡＴ６
０２の状況に応じて、ＡＴ６０２におけるマルチキャリア通信を管理することができる。
さらに、パフォーマンス／動作目標、重要度階層、状態またはＡＴ状況を、ＡＴ６０２の
ユーザインターフェース（図示せず）を通してユーザによって指定および更新することが
できる、あるいはメモリ６１４に記憶されたデフォルト設定とすることができることを諒
解されたい。
【００７４】
　上述のシステムについては、いくつかの構成要素、モジュールおよび／または通信イン
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ターフェースの間の相互作用に関して説明した。そのようなシステムおよび構成要素／モ
ジュール／インターフェースは、本明細書で指定された構成要素もしくは下位構成要素、
指定された構成要素もしくは下位構成要素の一部、および／または追加の構成要素を含む
ことができることを諒解されたい。たとえば、システムは、ＡＴ６０２、基地局５０２、
データストア５３６、およびマルチキャリア管理装置１０２、またはこれらおよび他の構
成要素の異なる組合せを含むことができる。下位構成要素は、親構成要素内に含まれるの
ではなく、他の構成要素に通信可能に結合された構成要素として実装することもできる。
さらに、１つまたは複数の構成要素を組み合わせて、集約機能を提供する単一の構成要素
にすることができることに留意されたい。たとえば、分析モジュール１１０は、ワイヤレ
スチャネル状態を分析し、単一の構成要素によってそれらの状態に基づいてマルチキャリ
アコマンドを生成することを可能にするために制御モジュール１１２を含むことができ、
またその逆も同様である。構成要素はまた、特に本明細書に記載されていないが当業者に
知られている１つまたは複数の他の構成要素と相互作用することができる。
【００７５】
　さらに、諒解されるように、開示した上記のシステムおよび下記の方法の様々な部分は
、人工知能、または知識ベースもしくはルールベースの構成要素、下位構成要素、プロセ
ス、手段、方法、または機構（たとえば、サポートベクターマシン、ニューラルネットワ
ーク、エキスパートシステム、ベイズの信念ネットワーク（Bayesian belief networks）
、ファジィ論理、データ融合エンジン、クラシファイヤなど）を含むか、またはそれらか
らなることができる。そのような構成要素は、特に、および本明細書ですでに説明したも
のに加えて、システムおよび方法の部分をより適応的ならびに効率的で知的にするために
、それによって実行されるいくつかの機構またはプロセスを自動化することができる。
【００７６】
　上記で説明した例示的なシステムに鑑みて、開示する主題に従って実施できる方法は、
図７～図１０のフローチャートを参照すればより良く諒解されよう。説明を簡単にするた
めに、方法を一連のブロックとして図示および説明したが、いくつかのブロックは本明細
書で図示および説明したブロックとは異なる順序で、および／または他のブロックと同時
に、行うことができるので、主張する主題はブロックの順序によって限定されないことを
理解および諒解されたい。さらに、以下で説明する方法を実施するために、図示されたす
べてのブロックが必要とされるわけではない。さらに、以下および本明細書の全体にわた
って開示する方法は、そのような方法をコンピュータに移送および転送することを可能に
する製造品に記憶することが可能であることをさらに諒解されたい。使用する製造品とい
う用語は、任意のコンピュータ可読デバイス、キャリアに関連するデバイス、または記憶
媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含するものとする。
【００７７】
　図７に、ワイヤレス通信環境におけるキャリア管理のための例示的な方法７００のフロ
ーチャートを示す。７０２において、方法７００は、ワイヤレスネットワークにおいてＵ
Ｅのための複数の周波数キャリアの割当てを取得することができる。割当てを、ＲＮＣな
ど、ネットワーク構成要素によって送信する、またはＵＥによって送信することができる
。さらに、上位レイヤシグナリングプロトコル命令（たとえば、レイヤ３プロトコル）を
使用して、複数の周波数キャリアの割当てを処理することができる。
【００７８】
　７０４において、方法７００は、ＵＥに関係する、またはワイヤレスネットワークに関
係するワイヤレス状態を分析するために、データプロセッサを採用することができる。本
開示のいくつかの態様では、ワイヤレス状態は、ワイヤレスチャネル品質またはパフォー
マンス測定を備えることができる。そのような測定はＵＥによって行われ、チャネルフィ
ードバック情報（たとえば、ＣＱＩ、ＳＩ、ＲｏＴ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなど）として提出
できる。代替的に、ワイヤレス状態は、ネットワーク構成要素によって行われるネットワ
ーク負荷測定を備えることができる。
【００７９】
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　７０６において、方法７００は、ＵＥのためのキャリアコマンドを生成するために、デ
ータプロセッサを採用することができる。キャリアコマンドは、管理オーダーを備え、マ
ルチキャリア割当てによってＵＥに割り振られた非アンカーキャリアに対して、１つまた
は複数のアクションをとるようにＵＥに命令することができる。さらに、キャリアコマン
ドは、下位レイヤシグナリングプロトコルに基づいて処理できる。一例では、キャリアコ
マンドは、ＤＴＸまたはＤＲＸ論理に基づいて処理できる。たとえば、非アンカーキャリ
アを活動化するようにＵＥに命令するコマンドは、ＤＴＸ／ＤＲＸサイクルのサブフレー
ムの指定されたサブフレームまたは範囲内で送信できる。代替的に、または追加として、
非アンカーキャリアを非活動化するようにＵＥに命令するコマンドは、ＤＴＸ／ＤＲＸサ
イクルのサブフレームの指定されたサブフレームまたは範囲内でシグナリングを控えるこ
とを備えることができる。別の例として、キャリアコマンドは、ＵＥによって行われる特
定の非アンカーキャリアアクティビティに相関されるＨＳ－ＳＣＣＨ送信から構成される
、物理レイヤオーダーを備えることができる。いずれの場合も、７０８において、方法７
００は、キャリアコマンドをＵＥに搬送することができる。説明したように、方法７００
は、高速下位レイヤシグナリングを採用することによって、ＵＥにおけるマルチキャリア
構成の高速制御を可能にする。したがって、非アンカーキャリアの動的活動化／非活動化
、チャネルフィードバックの活動化／非活動化などは、ＵＥによって観測された時間的に
変化する状態に基づいて実施できる。
【００８０】
　図８に、ワイヤレスネットワークにおいて、ＵＥのための、ネットワークで管理された
マルチキャリア構成を提供するための例示的な方法８００のフローチャートを示す。８０
２において、本明細書で説明するように、方法８００は、ＵＥのためのマルチキャリア割
当ての通知を取得することができる。８０４において、方法８００は、ＵＥに関係するか
、またはＵＥにサービスしているネットワークに関係する記憶されたチャネルまたはネッ
トワーク状態情報にアクセスすることができる。８０６において、記憶された情報の代わ
りに、またはそれに加えて、マルチキャリア管理のために追加のデータが必要かどうかに
関して判断を行う。マルチキャリア管理を実装するために追加のデータが必要な場合、方
法８００は８０８に進むことができ、他の場合、方法８００は８１２に進むことができる
。
【００８１】
　８０８において、方法８００はＵＥにフィードバックオーダーを発することができ、こ
れにより追加情報を要求する。そのような情報は、たとえば、ＵＥに割り振られたチャネ
ルキャリアに関係するワイヤレスチャネル特性を備えることができる。８１０において、
方法８００は、チャネルまたはネットワークに関連するＵＥからのフィードバック情報を
（たとえば、フィードバックデータを提出するためにＵＥによって採用されたアップリン
クチャネル上で）取得することができる。８１２において、方法８００は、ＵＥのパフォ
ーマンス目標を分析することができる。８１４において、方法８００は、少なくとも部分
的にパフォーマンス目標に基づいて、ＵＥに適したアクティビティレベル（たとえば、処
理オーバーヘッド、電力消費レベル）を判断することができる。さらに、８１６において
、方法８００は、たとえばＱｏＳ要件、ならびに最適な、または所望の負荷しきい値と比
較した現在のネットワーク負荷に基づいて、ＵＥに適したトラフィックまたはシグナリン
グ要件を判断することができる。８１８において、方法８００は、マルチキャリア通信に
関係する１つまたは複数のアクションをとるようにＵＥに命令する下位レイヤコマンドを
生成し、物理レイヤシグナリングを介してコマンドをＵＥに送信することができる。８２
０において、方法８００は、コマンドの受信／実装を検証するためにＵＥによって採用さ
れたフィードバックチャネルを監視することができる。１つまたは複数のコマンドがＵＥ
によって否定応答された場合、方法８００はそれらのコマンドをＵＥに再送信することが
できる。代替的に、ＵＥにおけるフィードバックがマルチキャリアコマンドに対して無効
化された場合、ＵＥにおける受信の可能性を高めるために、コマンド再送信のデフォルト
回数を実装することができる。
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【００８２】
　図９に、ワイヤレスネットワークにおいてネットワークで管理されたマルチキャリア構
成を利用するための例示的な方法９００のフローチャートを示す。９０２において、方法
９００はワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取得するためにワ
イヤレス通信インターフェースを採用することができる。マルチキャリア割当てが生成さ
れ、レイヤ３プロトコルなどの上位レイヤシグナリングプロトコルで送信され得るように
なっている。さらに、９０４において、方法９００は、マルチキャリア割当てを管理する
ことに関係する下位レイヤプロトコルメッセージを取得するために、通信インターフェー
スを採用することができる。下位レイヤプロトコルメッセージは、たとえば、ＤＴＸ／Ｄ
ＲＸサイクル送信またはＨＳ－ＳＣＣＨ送信とすることができる。９０６において、方法
９００は、マルチキャリア割当てによって指定された非アンカーキャリアのためのコマン
ドを抽出するために、データプロセッサを採用することができる。本開示のいくつかの態
様では、コマンドは、非アンカーキャリアに対する活動化／非活動化オーダーを含むこと
ができる。他の態様では、コマンドは、フィードバック活動化／非活動化オーダーを含む
ことができる。オーダーは、ネットワークで管理されたマルチキャリア構成を可能にする
ために実装することができる。随意に、フィードバックが活動化されるかどうかに応じて
、さらに効率的なワイヤレスシグナリングを可能にするために、コマンドの受信が肯定応
答され得る。
【００８３】
　図１０に、ワイヤレス環境におけるワイヤレス通信に関与するための例示的な方法１０
００のフローチャートを示す。１００２において、方法１０００はワイヤレスネットワー
クにＵＥを登録することができる。１００４において、方法１０００は、随意に、マルチ
キャリアワイヤレス動作に従ってパフォーマンスおよび動作目標を提出することができる
。１００６において、方法１０００は、マルチキャリアチャネルまたはチャネルのセット
の割当てを取得することができる。１００８において、方法１０００は、マルチキャリア
プロトコルに従って、割当てに応答して非アンカーキャリアを有効にすることができる。
１０１０において、方法１０００は、少なくとも部分的に非アンカーキャリアに関係する
チャネルフィードバックデータを提出することができる。１０１２において、方法１００
０は、少なくとも部分的にフィードバックに基づいて、下位レイヤマルチキャリアオーダ
ーを取得することができる。１０１４において、方法１０００は、随意に、パフォーマン
スおよび動作目標に基づいて、オーダーを修正すべきかどうか、または従わないべきかど
うかを判断することができる。この判断は、ワイヤレス環境内で動作しているＵＥの現在
の状況に依存するか、あるいはＵＥによって観測された現在のチャネル状態またはＵＥの
現在のトラフィック要件に基づくことができる。この判断に基づいて、オーダーは、その
まま実装されるか、変更されて実装されるか、または実装されないようにできる。随意に
、コマンドを発しているネットワークに、コマンドの実装、変更または拒否を詳述する応
答を送信することができる。
【００８４】
　図１１および図１２に、本開示の態様による、高速マルチキャリア管理をワイヤレス通
信環境中に実装するための例示的なシステム１１００、１２００のブロック図を示す。た
とえば、システム１１００および１２００は、少なくとも部分的にワイヤレス通信ネット
ワーク内に、および／またはノード、基地局、アクセスポイント、ユーザ端末、モバイル
インターフェースカードに結合されたパーソナルコンピュータなどの送信機内に、常駐す
ることができる。システム１１００および１２００は機能ブロックを含むものとして表さ
れており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（た
とえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックとすることができ
ることを諒解されたい。
【００８５】
　システム１１００は、ＵＥのためのマルチキャリア割当て通知を取得するためのモジュ
ール１１０２を備えることができる。モジュール１１０２は、マルチキャリア割当てを担
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当するネットワーク構成要素に結合した、またはＵＥにワイヤレスに結合した有線または
ワイヤレス通信インターフェースを備えることができる。さらに、システム１１００は、
ＵＥまたはサービングワイヤレスネットワークに関係するワイヤレス状態を分析するため
のモジュール１１０４を備えることができる。前者の場合、ワイヤレス状態は、チャネル
品質、またはパケット損失、スループットまたはデータレートなどの性能特性を備えるこ
とができる。後者の場合、ワイヤレス状態は、ネットワーク負荷状態を備えることができ
る。上記に加えて、システム１１００は、分析ワイヤレス状態に基づいて、マルチキャリ
アＵＥコマンドを生成するためのモジュール１１０６を備えることができる。下位レイヤ
シグナリングを採用するためのモジュール１１０８は、実装のためのＵＥにコマンドを搬
送するために利用できる。
【００８６】
　システム１２００は、ワイヤレスネットワーク構成要素からマルチキャリア割当てを取
得するためにワイヤレス通信インターフェースを採用するためのモジュール１２０２を備
えることができる。この割当ては、システム１２００に割り当てられたアンカーキャリア
に加えて、システム１２００に非アンカーキャリアを割り振ることができる。アンカーキ
ャリアおよび非アンカーキャリアは、周波数が連続する必要はないことを諒解されたい。
システム１２００は、下位レイヤシグナリングメッセージを取得するために通信インター
フェースを採用するためのモジュール１２０４をさらに備えることができる。下位レイヤ
メッセージは、本明細書で説明するように、レイヤ２シグナリングプロトコルまたは物理
レイヤプロトコルに従って構成または搬送できる。さらに、システム１２００は、マルチ
キャリア割当ての非アンカーキャリアに関係するコマンドを抽出するためにデータプロセ
ッサを採用するためのモジュール１２０６を備えることができる。コマンドは、随意に、
システム１２００によって提出されたチャネル状態に基づくことができる。代替的に、ま
たは追加として、コマンドはシステム１２００の動作またはパフォーマンス目標に基づく
ことができ、ワイヤレス通信に対するシステム１２００の所望の状況を可能にする。
【００８７】
　図１３に、本明細書で開示するいくつかの態様による、ワイヤレス通信を可能にするこ
とができる例示的なシステム１３００のブロック図を示す。ダウンリンク上で、アクセス
ポイント１３０５において、送信（ＴＸ）データプロセッサ１３１０は、トラフィックデ
ータを受信、フォーマット、コーディング、インターリーブ、および変調（またはシンボ
ルマッピング）し、変調シンボル（「データシンボル」）を供給する。シンボル変調器１
３１５は、データシンボルおよびパイロットシンボルを受信し、処理し、シンボルのスト
リームを提供する。シンボル変調器１３２０は、データおよびパイロットシンボルを多重
化し、それらを送信機ユニット（ＴＭＴＲ）１３２０に供給する。各送信シンボルは、デ
ータシンボル、パイロットシンボル、または信号値０とすることができる。パイロットシ
ンボルを、各シンボル期間中に継続的に送信することができる。パイロットシンボルは、
周波数分割多重（ＦＤＭ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、時分割多重（ＴＤＭ）、
符号分割多重（ＣＤＭ）、あるいはそれらまたは同様の変調および／または送信技法の適
切な組合せとすることができる。
【００８８】
　ＴＭＴＲ１３２０は、シンボルのストリームを受信し、１つまたは複数のアナログ信号
に変換し、アナログ信号をさらに調整（たとえば、は増幅、フィルタ処理、および周波数
アップコンバート）し、ワイヤレスチャネル上での送信に好適なダウンリンク信号を生成
する。次いで、ダウンリンク信号は、アンテナ１３２５を介して端末に送信される。端末
１３３０において、アンテナ１３３５は、ダウンリンク信号を受信し、受信信号を受信機
ユニット（ＲＣＶＲ）１３４０に供給する。受信機ユニット１３４０は、受信信号を調整
（たとえば、フィルタリング、増幅、周波数ダウンコンバート）して、調整された信号を
デジタル化し、サンプルを得る。シンボル復調器１３４５は、受信したパイロットシンボ
ルを復調し、チャネル推定のためにプロセッサ１３５０に供給する。シンボル復調器１３
４５は、プロセッサ１３５０からダウンリンクに関する周波数応答推定値をさらに受信し
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、受信データシンボルに対してデータ復調を実行して（送信データシンボルの推定値であ
る）データシンボル推定値を得て、データシンボル推定値をＲＸデータプロセッサ１３５
５に供給し、そのＲＸデータプロセッサ１３５５は、データシンボル推定値を復調（すな
わち、シンボルデマッピング）、デインターリーブ、および復号して送信トラフィックデ
ータを回復する。シンボル復調器１３４５およびＲＸデータプロセッサ１３５５による処
理は、アクセスポイント１３０５における、それぞれ、シンボル変調器１３１５およびＴ
Ｘデータプロセッサ１３１０による処理と相補的である。
【００８９】
　アップリンク上で、ＴＸデータプロセッサ１３６０が、トラフィックデータを処理し、
データシンボルを供給する。シンボル変調器１３６５は、データシンボルを受信し、パイ
ロットシンボルと多重化し、変調を実行し、シンボルのストリームを供給する。次いで、
送信機ユニット１３７０は、シンボルのストリームを受信および処理して、アンテナ１３
３５によってアクセスポイント１３０５に送信されるアップリンク信号を生成する。詳細
には、アップリンク信号は、ＳＣ－ＦＤＭＡ要件に従うことができ、本明細書で説明する
周波数ホッピング機構を含むことができる。
【００９０】
　アクセスポイント１３０５において、端末１３３０からのアップリンク信号がアンテナ
１３２５によって受信され、受信機ユニット１３７５によって処理されて、サンプルを得
る。次いで、シンボル復調器１３８０が、それらのサンプルを処理し、アップリンクに関
する受信パイロットシンボルおよびデータシンボル推定値を供給する。ＲＸデータプロセ
ッサ１３８５は、データシンボル推定値を処理して、端末１３３０によって送信されたト
ラフィックデータを回復する。プロセッサ１３９０は、アップリンク上の各アクティブ端
末送信に関してチャネル推定を実行する。複数の端末は、それぞれの割り当てられたパイ
ロットサブバンドのセット上でアップリンクに同時にパイロットを送信することができ、
パイロットサブバンドセットをインタレースすることができる。
【００９１】
　プロセッサ１３９０および１３５０は、それぞれアクセスポイント１３０５および端末
１３３０上の操作を指示（たとえば制御、調整、管理など）する。それぞれのプロセッサ
１３９０および１３５０を、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリユニット（
図示せず）に関連付けることができる。プロセッサ１３９０および１３５０はまた、それ
ぞれ、アップリンクとダウンリンクとに関して周波数推定値とインパルス応答推定値とを
導き出すために計算を実行することができる。
【００９２】
　多元接続システム（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＣＤＭＡ、Ｔ
ＤＭＡなど）の場合、複数の端末がアップリンク上で同時に送信することができる。その
ようなシステムの場合、パイロットサブバンドを異なる端末の間で共有することができる
。各端末のためのパイロットサブバンドが（場合によっては、バンドエッジを除いて）動
作帯域全体にわたる場合に、チャネル推定技術を使用することができる。そのようなパイ
ロットサブバンド構造は、端末ごとに周波数ダイバーシチを得るために望ましい。本明細
書で説明する技法は、様々な手段によって実装できる。たとえば、これらの技法はハード
ウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ハードウェア実装の場合
、それはデジタル、アナログ、デジタルとアナログの両方とすることができ、チャネル推
定に使用される処理ユニットは、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、
プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、本明細書で説
明する機能を実行するように設計された他の電子ユニット、またはそれらの組合せ内で実
装できる。ソフトウェアでは、本明細書で説明する機能を実行するモジュール（たとえば
、プロシージャ、関数など）によって実装することができる。ソフトウェアコードは、メ
モリユニットに記憶し、プロセッサ１３９０および１３５０によって実行できる。
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【００９３】
　図１４は、たとえば１つまたは複数の態様とともに使用できる、複数の基地局（ＢＳ）
１４１０（たとえば、ワイヤレスアクセスポイント、ワイヤレス通信デバイス）および複
数の端末１４２０（たとえば、ＡＴ）をもつワイヤレス通信システム１４００を示してい
る。ＢＳ（１４１０）は、一般に、端末と通信する固定局であり、アクセスポイント、ノ
ードＢ、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。各ＢＳ（１４１０）は、図１４
において１４０２ａ、１４０２ｂ、および１４０２ｃと標示された３つの地理的領域とし
て示された、特定の地理的領域またはカバレージエリアの通信カバレージを提供する。「
セル」という用語は、その用語が使用されるコンテキストに応じてＢＳまたはそのカバレ
ージエリアを指すことができる。システム容量を改善するために、ＢＳの地理的領域／カ
バレージエリアは、複数のより小さいエリア（たとえば、図１４のセル１４０２ａによる
、３つの、より小さいエリア）１４０４ａ、１４０４ｂ、および１４０４ｃに分割できる
。各より小さい範囲（１４０４ａ、１４０４ｂ、１４０４ｃ）は、それぞれの基地トラン
シーバサブシステム（ＢＴＳ）によってサービスできる。「セクタ」という用語は、その
用語が使用されるコンテキストに応じてＢＴＳまたはそのカバレージエリアを指すことが
できる。セクタ化されたセルの場合、そのセルの全セクタ用のＢＴＳは、典型的には、そ
のセルの基地局内にコロケートされる。本明細書で説明する伝送技術は、セクタ化された
セルをもつシステムならびにセクタ化されないセルをもつシステムに使用できる。簡単の
ために、本明細書では、別段の規定がない限り、「基地局」という用語は、セクタにサー
ビスする固定局、ならびにセルにサービスする固定局に対して総称的に使用する。
【００９４】
　端末１４２０は、一般に、システム全体にわたって分散され、各端末１４２０は固定で
も移動でもよい。端末１４２０は、移動局、ユーザ機器、ユーザデバイス、ワイヤレス通
信装置、アクセス端末、ユーザ端末または何らかの他の用語で呼ばれることもある。端末
１４２０は、ワイヤレスデバイス、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス
モデムカードなどとすることができる。各端末１４２０は、任意の所与の瞬間に、ダウン
リンク（たとえば、ＦＬ）およびアップリンク（たとえば、ＲＬ）上の０、１つ、または
複数のＢＳ１４１０と通信することができる。ダウンリンクは、基地局から端末への通信
リンクを指し、アップリンクは、端末から基地局への通信リンクを指す。
【００９５】
　集中型アーキテクチャの場合、システムコントローラ１４３０がＢＳ１４１０に結合し
、ＢＳ１４１０のために調整および制御を行う。分散アーキテクチャの場合、ＢＳ１４１
０は、必要に応じて（たとえば、ＢＳ１４１０を通信可能に結合する有線またはワイヤレ
スバックホールネットワークによって）互いに通信することができる。順方向リンク上の
データ送信は、しばしば１つのアクセスポイントから１つのアクセス端末へ、順方向リン
クまたは通信システムによってサポートできる最大データ転送速度で、またはその近くで
行われる。順方向リンクの追加のチャネル（たとえば、制御チャネル）は、複数のアクセ
スポイントから１つのアクセス端末に送信できる。逆方向リンクのデータ通信は、１つの
アクセス端末から１つ以上のアクセスポイントに行うことができる。
【００９６】
　図１５は、様々な態様による、計画または半計画ワイヤレス通信環境１５００の図であ
る。システム１５００は、互いに、および／または１つまたは複数のモバイルデバイス１
５０４に対して、ワイヤレス通信信号の受信、送信、中継などを行う１つまたは複数のセ
ルおよび／またはセクタ内に１つまたは複数のＢＳ１５０２を備えることができる。図示
のように、各ＢＳ１５０２は、１５０６ａ、１５０６ｂ、１５０６ｃおよび１５０６ｄと
標示された４つの地理的領域として示される特定の地理的領域の通信カバレージを提供す
ることができる。各ＢＳ１５０２は、当業者なら諒解するように、送信機チェーンと受信
機チェーンとを備えることができ、送信機チェーンおよび受信機チェーンの各々は、信号
の送信および受信に関連する複数の構成要素（たとえば、プロセッサ、変調器、マルチプ
レクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど、図５を参照）を備えることができる
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。モバイルデバイス１５０４は、たとえば、セルラー電話、スマートフォン、ラップトッ
プ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルドコンピューティングデバイス、衛星ラジオ
、全地球測位システム、ＰＤＡ、またはワイヤレスネットワーク１５００上で通信するた
めの任意の他の適切なデバイスとすることができる。システム１５００は、本明細書で説
明するように、ワイヤレス通信において高速マルチキャリア管理を可能にするために、本
明細書で説明する様々な態様とともに使用することができる。
【００９７】
　本開示において使用する、「構成要素」、「システム」、「モジュール」などの用語は
、コンピュータ関連のエンティティ、すなわち、ハードウェア、ソフトウェア、実行中の
ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコードのいずれか、および／ま
たはそれらの任意の組合せを指すものとする。たとえば、モジュールは、プロセッサ上で
動作するプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プロ
グラム、デバイス、および／またはコンピュータとすることができるが、これらに限定さ
れない。１つまたは複数のモジュールがプロセスまたは実行スレッド内に常駐することが
でき、モジュールは、１つの電子デバイス上に配置すること、または２つ以上の電子デバ
イス間に分散させることが可能である。さらに、これらのモジュールは、様々なデータ構
造を記憶している様々なコンピュータ可読媒体から実行することができる。これらのモジ
ュールは、たとえば、１つまたは複数のデータパケット（たとえば、ローカルシステム、
分散システム内の別の構成要素と対話する、またはインターネットなどのネットワーク上
で信号を介して他のシステムと対話する１つの構成要素からのデータ）を有する信号に従
ってローカルプロセスまたはリモートプロセスを介して通信することができる。さらに、
当業者なら諒解するように、本明細書で説明するシステムの構成要素またはモジュールは
、それに関して説明する様々な態様、目的、利点などを達成することができるように追加
の構成要素／モジュール／システムによって再構成または補完でき、所与の図に記載の正
確な構成に限定されない。
【００９８】
　さらに、本明細書ではユーザ機器（ＵＥ）に関する様々な態様について説明する。ＵＥ
は、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、モバイル通信デバイス、
モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、アクセス端末（ＡＴ）、ユーザエージェ
ント（ＵＡ）、ユーザデバイスまたはユーザ端末（ＵＥ）と呼ばれることもある。加入者
局は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイ
ヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有
するハンドヘルドデバイス、または処理デバイスとのワイヤレス通信を可能にするワイヤ
レスモデムもしくは同様の機構に接続された他の処理デバイスとすることができる。
【００９９】
　１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、またはそれらの適切な組合せで実
装することができる。ソフトウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶するか、あるいはコンピュータ可読媒体を
介して送信することができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコン
ピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信
媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスできる任意の物理媒体と
することができる。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ記憶媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記
憶装置または他の磁気記憶装置、スマートカード、およびフラッシュメモリデバイス（た
とえば、カード、スティック、キードライブ．．．）、あるいは命令またはデータ構造の
形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用でき、コンピュータによ
ってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。たとえば、ソフトウェアが、
同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、
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サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケー
ブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（
disc）は、コンパクトディスク（登録商標）（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（登録商
標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイディスク（登録商標）（disc）を
含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、デー
タをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含める
べきである。
【０１００】
　ハードウェア実装の場合、本明細書で開示する態様に関して説明する処理ユニットの様
々な例示的な論理、論理ブロック、モジュール、および回路は、１つまたは複数のＡＳＩ
Ｃ、ＤＳＰ、ＤＳＰＤ、ＰＬＤ、ＦＰＧＡ、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハ
ードウェア構成要素、汎用プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロ
プロセッサ、本明細書で説明する機能を実行するように設計された他の電子ユニット、ま
たはそれらの組合せの中で実装または実行できる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
とすることができるが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラ、または状態機械（state machine）とすることができる。
プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロ
セッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数の
マイクロプロセッサ、あるいは任意の他の適切な構成としても実装できる。さらに、少な
くとも１つのプロセッサは、本明細書で説明するステップおよび／またはアクションの１
つまたは複数を実行するように動作可能な１つまたは複数のモジュールを備えることがで
きる。
【０１０１】
　さらに、本明細書で説明する様々な態様または特徴は、標準のプログラミングおよび／
またはエンジニアリング技法を使用した方法、装置、または製造品として実装できる。さ
らに、本明細書で開示する態様に関して説明する方法またはアルゴリズムのステップおよ
び／またはアクションは、直接ハードウェアで実施するか、プロセッサによって実行され
るソフトウェアモジュールで実施するか、またはその２つの組合せで実施することができ
る。さらに、いくつかの態様では、方法またはアルゴリズムのステップまたはアクション
は、コンピュータプログラム製品に組み込むことができる、機械可読媒体またはコンピュ
ータ可読媒体上のコードまたは命令の少なくとも１つまたは任意の組合せ、あるいはその
セットとして常駐することができる。本明細書で使用する「製造品」という用語は、任意
の好適なコンピュータ可読デバイスまたは媒体からアクセス可能なコンピュータプログラ
ムを包含するものとする。
【０１０２】
　さらに、「例示的」という単語は、本明細書では、例、事例、または例示の働きをする
ことを意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様また
は設計も、必ずしも他の態様または設計よりも好ましいまたは有利なものと解釈すべきで
はない。むしろ、例示的という単語の使用は、概念を具体的な形で提示するものである。
本出願で使用する「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「ま
たは」を意味するものとする。すなわち、別段の規定がない限り、または文脈から明白で
ない限り、「ＸはＡまたはＢを使用する」という表現は、自然な包括的置換のいずれかを
意味するものとする。すなわち、ＸがＡを使用するか、ＸがＢを使用するか、またはＸが
ＡとＢの両方を使用する場合、「ＸはＡまたはＢを使用する」は上記の例のいずれの下で
も満たされる。さらに、本出願および添付の特許請求の範囲で使用する冠詞「ａ」および
「ａｎ」は、別段の規定がない限り、または単数形を示すことが文脈から明白でない限り
、概して「１つまたは複数」を意味するものと解釈すべきである。
【０１０３】
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　さらに、本明細書で使用する「推論する」または「推論」という用語は、概して、事象
またはデータを介して捕捉される観測のセットから、システム、環境、またはユーザの状
態を推理または推論するプロセスを指す。推論は、特定のコンテキストまたは動作を識別
するために使用でき、あるいは、たとえば、状態の確率分布を生成することができる。推
論は、確率的、すなわち、データおよび事象の考察に基づく当該の状態の確率分布の計算
とすることができる。推論は、事象またはデータのセットからより高いレベルの事象を構
成するために採用される技法を指すこともある。そのような推論から、事象が時間的に緊
切して相関するか否かにかかわらず、および事象およびデータが１つまたは複数の事象お
よびデータの発生源に由来するかどうかにかかわらず、観測された事象および／または記
憶された事象データのセットから新しい事象または動作が構成される。
【０１０４】
　以上の説明は、請求する主題の態様の例を含む。もちろん、請求する主題について説明
する目的で構成要素または方法のあらゆる考えられる組合せについて説明することは不可
能であるが、開示した主題の多数のさらなる組合せおよび置換が可能であることを、当業
者なら認識できよう。したがって、開示した主題は、添付の特許請求の範囲の趣旨および
範囲内に入るすべてのそのような改変形態、変更形態および変形形態を包含するものとす
る。さらに、「含む（include）」、「有する（has）」、「有する（having）」という用
語は、そのような用語が、発明を実施するための形態または特許請求の範囲のいずれかで
使用される限り、「備える（comprising）」という用語は使用すると請求項における移行
語と解釈されるので、「備える（comprising）」と同様に包括的なものとする。

【図１】 【図２】



(34) JP 2011-517895 A 2011.6.16

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(35) JP 2011-517895 A 2011.6.16

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(36) JP 2011-517895 A 2011.6.16

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(37) JP 2011-517895 A 2011.6.16

【図１５】



(38) JP 2011-517895 A 2011.6.16

10

20

30

40

【国際調査報告】



(39) JP 2011-517895 A 2011.6.16

10

20

30

40



(40) JP 2011-517895 A 2011.6.16

10

20

30

40



(41) JP 2011-517895 A 2011.6.16

10

20

30

40

50

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)           Ｈ０４Ｊ  11/00    　　　Ｚ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,
BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,K
E,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL
,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100101812
            弁理士　勝村　紘
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(74)代理人  100127144
            弁理士　市原　卓三
(74)代理人  100141933
            弁理士　山下　元
(72)発明者  ゴールミー、アジズ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  ジャン、ダンル
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  サムブワニ、シャラド・ディーパク
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  ヤブズ、メーメット



(42) JP 2011-517895 A 2011.6.16

            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
Ｆターム(参考) 5K022 AA01  AA09  AA10  AA11  AA21  DD01  DD11  DD13  DD21  DD31 
　　　　 　　  5K067 AA11  AA43  BB21  CC02  DD27  DD43  DD45  EE02  EE10  FF16 
　　　　 　　        HH22 

【要約の続き】
【選択図】図３


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

